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Ｍ－１

図面リスト

Ｍ－２

Ｍ－３

Ｍ－４

Ｍ－５

Ｍ－６

Ｍ－７

Ｍ－８

盛岡市立松園小学校校舎安全対策（受水槽等）修繕

盛岡市立松園小学校校舎安全対策
（受水槽等）修繕

機械設備工事特記仕様書　１

（改修後）　給水設備　１階平面図

（改修前）　給水・消火栓設備　１階平面図

（改修）　　受水槽廻り　電気設備図

（改修後）　給水・消火栓設備　機器表

（改修後）　給水設備　詳細図

（改修前）　給水・消火栓設備　機器表

１：５００

１：５０

案内図・配置図

１：５０

１：５０

１：５０

１：５０

機械設備工事特記仕様書　２

Ｍ－９



Ｍ－１
機械設備工事　特記仕様書 ＮＯ　ＳＣＡＬＥ

特　 　　記 　　 　事 　　 　項

に よる。

本工 事は 設計図 、設 計内 訳書 及び 特記 仕様書 によ り施 工す るも のと し、特 記無 き事 項は 盛岡 市建 築工事 等基 準仕 様書

　本 工事 に使用 する 機材 等は ，銘 柄は 特に指 定し ない が全 て国 土交 通省指 定の もの から 選定 し、 監督員 の承 諾を 受け る

・ 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　・ 　ガ ス用 ポリ エチ レン 管

56. 7％

(３ )集 合装置 　　 　・ 標準 図施 工要領 によ る（ ２本 立）

１ ．配 管材料

※ 　配 管用炭 素鋼 鋼管 （白 ）　 　　 　 ・ 　ス テン レス鋼 管

４ ．ガ ス漏れ 警報 器
※ 　手 洗な し　 　　・ 　手 洗付 　　 ・　 手洗 なし（ 蓋固 定式 ）

５ ．壁 埋込 型散 水栓 ﾎﾞｯｸｽ

35．舗 装工 事

24．は つり

11．水 道加 入金 等

１ ．量 水器

21．弁 等の サイ ズ

注 記： 機器及 びシ ステ ム参 考図 につ いて

空気 調和方 式等

自動 制御方 式
給水 方式
排水 方式

給湯 方式
消火 設備方 式

ガ ス設 備方 式

３． 建物 概要

構　 　　 造 階　 　数 建築 面積 (ｍ２ )
消防 法施行 令別 表第 一
に よ  る  用  途  区  分 備　　 　考建　 物　 名　 称

方　 　　 式 設　 　　 　　　 　備 　　 　　 　　 　概 　　　 　　 　　 要
６． 設備 概要 　（  ・  印 のつ いた もの は、 主要方 式を 示す ）

・し 尿浄 化槽 設備

工事 種目
建設 別及 び

屋外
・空 気調 和設 備

・自 動制 御設 備

・冷 房設 備
・暖 房設 備
・換 気設 備
・排 煙設 備

・給 水設 備
・排 水設 備
・給 湯設 備
・消 火設 備

・ガ ス設 備

工　 　事 　　種 　　 別

・衛 生器 具設 備

・厨 房機 器設 備

・ 昇降 機設 備

４． 工事 種目 （・印 のつ いた もの を適 用す る。）

５． 指定 部分 （工 　　 期：平 成　 　年 　　 月　 　日 ）
（対 象部 分： ）

・　 あり※　 なし

１． 一般 事項

２． 特記 事項 （１ ）項 目は番 号に ・印 の付 いた もの を適用 する 。
（２ ）特 記事項 は， ・印 の付 いた もの を適用 する 。・ 印の 付か ない 場合は ，※ 印の 付い たも のを 適用す る。

・印 と※ 印の付 いた 場合 は， 共に 適用 するも のと する 。

一

２． 機　 材　 等

３． 機材 の品 質・性 能証 明

４． 保　 険

５． 雇　 用

６． 施工 計画 書およ び
施工 図等

７． 手続

８． 事故 報告

９． 主任 技術 者等の 資格

もの とする 。

また 、「 建築材 料・ 設備 機材 等品 質性 能評価 事業 」（ (社 )公共 建築 協会） によ って 所要 の品 質・ 性能を 有す るこ と
の評 価を受 けた 材料 ・機 材等 を使 用する 場合 は， 評価 書の 写し を監督 員に 提出 する もの とする 。

本工 事着 手前に 工事 目的 物及 び工 事材 料等を 、本 工事 完了 後引 渡し 期日ま で， 火災 保険 及び その 他の保 険に 付し 、
写し を監 督員に 提出 のこ と。

　本 工事 は，公 共職 業安 定所 の紹 介す る者の 雇い 入れ に努 める こと 。

　工 事の 着手に 先立 ち， 工事 の総 合的 な計画 をま とめ た総 合施 工計 画書を 作成 し， 監督 員に 提出 する。
　工 事の 施工に 先立 ち， 工種 別施 工要 領書お よび 施工 図等 を作 成し ，監督 員の 承諾 を受 ける 。

１． 適用 基準 等

項　 　　 　　 目章

本 工事 の主 任技 術者等 の資 格に 、下 記の 者を 適用さ せる 。
・ 　資 格の 区分 　を有 する 者　 　・ 　資 格の 区分　 を有 する 者

※　 適用 する　 　・ 　適 用し ない

本工 事に 下記の 当該 職種 別技 能士 を適 用させ る。 （資 格証 の写 しを 提出す る）
　・ 　配 管（配 管工 事） 　　 ・　 建築 板金（ ダク ト製 作及 び取 付け ）　　 ・　 熱絶 縁施 工（ 保温 工事）
　・ 　冷 凍空気 調和 機器 施工 （チ リン グユニ ット ，パ ッケ ージ 形空 気調和 機の 据付 及び 調整 ）

※　 設け ない　 　・ 　設 ける （　 　　 　　　 　　 号・ ・・ 建築 工事 仕様書 ）

構内 に作 ること が　 　　 ※　 でき る　 　　・ 　で きな い

・　 構外 搬出　 　　 ※　 構内 指示 の場 所に敷 き均 し　 　　 ・　 構内 指示の 場所 にた い積

（１ ）建 設リサ イク ル法 の規 定に 基づ く通知 義務 等の 該当 　　 ・　 なし　 　・ 　あ り（ 　　 　　 　　　 　　 　　 　）
（２ ）フ ロンガ ス回 収破 壊法 の規 定に 基づく 措置 の該 当　 　　 ・　 なし　 　・ 　あ り（ 　　 　　 　　　 　　 　　 　）
（３ ）引 渡しを 要す るも の　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 ※　 なし　 　・ 　あ り（ 　　 　　 　　　 　　 　　 　）
（４ ）廃 棄物は ，「 廃棄 物の 処理 及び 清掃に 関す る法 律」 等の 関係 法令を 遵守 し， 、場 外搬 出の 上，適 切に 処分 する
　　 　こ と。
（搬 出計 画） ・　 廃棄 物の搬 出処 分に つい ての 施工 計画書 を提 出し ，監 督員 の承 諾を得 るこ と。

・　 廃棄 物の搬 出処 分が 終了 した とき は報告 書を 提出 する こと 。

※　 なし 　　・ 　あ り（ 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 ）
（イ ）再 生資源 化を 図る もの

・　 なし 　　・ 　あ り（ 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 ）

・　 コン クリー トガ ラ等 の安 定型 の産 業廃棄 物は ，
「　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　」 （Ｄ ＩＤ 地区 　・ 　有 　　　 ・　 無　 ）に 処分 する こと。

・　 木く ず等の 管理 型の 産業 廃棄 物は 、
「　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　」 （Ｄ ＩＤ 地区 　・ 　有 　　　 ・　 無　 ）に 処分 する こと。

・　 再生 資源利 用計 画等 の提 出

また 、工事 完了 時に 建設 副産 物の 処理結 果報 告書 を監 督職 員に 提出す る。

施工 によ り発生 する もの 　　 　　 　　 　建設 副産 物

・　 空気 調和

・　 温風 暖房

・　 直接 暖房

・　 全空 気方式 　　 　　 ・　 ファ ンコ イルユ ニッ ト・ ダク ト併 用方 式　　 　　 ・　 パッ ケー ジ方 式

・　 温風 暖房機 　　 ・　
・　 全空 気方式 　　 ・　 ファ ンコ ンベ クター ・ダ クト 併用 方式
・　 将来 冷房考 慮（ ・　 ダク ト　 　・ 　配　 管　 　・ 　機 　器 ）　 　　　 ・考 慮外
・　 蒸気 暖房　 　　 ・　 温水 暖房 　・ 　床暖 房

・　 電気 式　　 ・　 電子 式　 　・ 　デ ジタル 式　 　・ 　空 気式 　　 ・　中 央監 視制 御

・　 二酸 化炭素 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　・ 　屋 外消 火栓
・　 スプ リンク ラー 　　 （・ 　湿 式　 　・　 乾式 ）　 　・ 　連 結散 水　　 　　 　・ 　粉 末消 化
・　 屋内 消火栓 　　 　　 （・ 　湿 式　 　・　 乾式 ）　 　・ 　連 結送 水管　 　　 　・ 　泡 消化
・　 局所 式　　 　　 　　 　・ 　中 央式
雑排 水　 　（・ 　下 水道 直放 流　 　・ 　し尿 浄化 槽　 　　 ・　 側溝 　　・ 　別 途桝 ）
放流 先　 　　汚 　水 　　 （・ 　下 水道 直放流 　　 ・　 し尿 浄化 槽）
建物 外の 汚水及 び雑 排水 （・ 　分 流式 　　・ 　合 流式 ）
建物 内の 汚水及 び雑 排水 （・ 　分 流式 　　・ 　合 流式 ）

10． 電気 保安 技術者

11． 技能 士の 適用

12． 機材 等の 検査及 び試 験

13． 監督 員事 務所

14． 工事 用電 力,水 ,その 他

15． 工事 用仮 設物

16． 残土 処理

17． 発生 材の 処理

次の もの の利用 及び 処理 を行 う場 合は 、再生 資源 の利 用計 画等 を施 工計画 書に 含め 監督 員に 提出 し、

４ ．保 　温 湯 沸器 の給排 気筒 （二 重管 ）の いんぺ い部 保温 を行 う。 （ｈ ・ (ｲ） ・Ｖ Ⅱ）

４ ．満 水試験 継手 図 示の 箇所に 取付 け、 満水 試験 を行う こと 。

５ ．試 　験 ・ 　衛 生器具 など の取 付完 了後 ，排水 試験 又は 通水 試験 を行 う。
・ 　衛 生器具 など の取 付完 了後 ，煙試 験を 行う 。

※ 　不 要　　 　・ 　要 （　 ・　 別途工 事　 　　 ・　 本工 事　 ）６ ．放 流負担 金等

７ ．そ の他

２ ．弁 　類

＜膨 張管及 び補 給水 タン クよ りボ イラー 等へ の補 給水 管を 含む 。＞

給 水設 備の当 該事 項に よる 。

３ ．湯 沸器の 排気 筒 厚 さ0. 5ｍｍ 上の ステン レス 鋼板 製と する 。

１ ．配 管材料 (１ )一 　般
・ 　配管 用炭 素鋼 鋼管 （白 ）
・ 　圧力 配管 用炭 素鋼 鋼管 （Ｓ ｃｈ40）

(２ )地中 埋設 部
・ 　外面 被覆 鋼管 （Ｓ ＧＰ －ＶＳ ）
・ 　　　 〃　 　　 （Ｓ ＧＰ －ＰＳ ）
・ 　　　 〃　 　　 （Ｓ ＴＰ Ｇ－370Ｖ Ｓ）
・ 　　　 〃　 　　 （Ｓ ＴＰ Ｇ－370Ｐ Ｓ）

(３ )二 酸化炭 素用
・ 　圧力 配管 用炭 素鋼 鋼管 （継 目無管 ）（ Ｓｃ ｈ80）

２ ．消 火栓開 閉弁 ・ 　Ｊ ＩＳ10Ｋ　 　　 ・　 ＪＩ Ｓ20Ｋ

３ ．保 　温 (１ )屋 外露出 管に つい ては 給水 管に準 ずる 。
(２ )充 水タン クの 保温 　　 　　 　　　 　　 　　 　・ 　施 工し ない　 ・　 施工 する
(３ )消 火配管 の保 温　 　　 　屋 内消火 栓　 　　 　・ 　施 工し ない　 ・　 施工 する

ス プリン クラ ー　 　・ 　施 工し ない　 ・　 施工 する

２ ．付 属制御 盤

１ ．厨 房機器 類

器 具付 属の制 御盤 は， 製造 者規 格品と する 。

図 示に よる（ 材質 など は共 通仕 様書に よる ）。 ただ し， 寸法 は参考 とす る。

１ ．配 管材料 (１ )一 般
・ 　配管 用炭 素鋼 鋼管 （白 ）　 　　※ 　ポ リエ チレ ン被 覆鋼 管　　 　
・ 　圧力 配管 用炭 素鋼 鋼管 　　 　　・ 　配 管用 炭素 鋼鋼 管（ 白）
・ 　鋼管 　　 　　 　　 　　 　　 　　・ 　塩 化ビ ニル 被覆 鋼管

２ ．都 市ガス (１ )ガ スメー ター
親 メータ ーは ガス 事業 者よ り借 用，子 メー ター は買 い取 りと する。

(２ )引 込み負 担金 　　 　・ 　不 要　　 　・ 　要 （　 ・　 別途 工事　 　　 ・　 本工 事　 ）

３ ．液 化石油 ガス (１ )ガ スボン ベ　 　　 　※ 　別 途　　 （　 ・　 借用 　　 　・ 　買い 取り （ ・  10Ｋｇ ・  2 0Ｋｇ ・  5 0Ｋｇ 　  本  ） ）
※　 買取

図 示の 場所に 取付 ける 　　 （　 ・　分 離形 　　 　・ 　一 体形 　）　 　　 ・　 別途 電気 工事
外 部出 力端子 　　 　　 　　 （　 ・　あ り　 　　 　・ 　な し　 　）

２ ．排 水桝

・ 　下水 道部 規格 品

・ ＦＲ Ｐ製（ 　　 　　 Ｌ） 　・ ＳＵＳ 製（ 　 160　Ｌ ）　 　詳 細は 図示 。３ ．グ リース 阻集 器

下 記系 統の ダク トのシ ール は標 準図 （施 工　 ４３， ４４ ）の Ｎシ ール ＋Ａ シール ＋Ｂ シー ルと し， 水抜 き管を 設け る。

１ ．準 拠事 項

２ ．開 放形 湯沸 器排 気ﾌｰﾄ

３ ．厨 房用 排気 ダク ト

４ ．厨 房用 排気 フー ド

５ ．多 湿箇 所の 排気 ﾀﾞｸﾄ

［ 　空 気調 和　 ・　冷 房　 ・　 暖房 設備 　］ の当該 事項 に準 ずる 。

　 ・　 ５　 ・　 ６　・ 　７ 　・ 　９ 　・ 　１ ９　・ 　２ ０

※ 　別 途　 　　 ・　本 工事

※ 　亜 鉛鉄 板　 ・　ス テン レス 鋼版 （SU S304）（板 厚は 別記 によ る）

(１ )フ ード 周囲 の天幕 （フ ード 面か ら天 井面 まで） 　　 　　 ※　 取り 付け る　　 　　 ・　 取り 付け ない
(２ )フ ード コッ ク　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 ※　 取り 付け る　　 　　 　　 ・　 取り 付け ない
(３ )材 質（ 天幕 とも） 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 ※　 ステ ンレ ス鋼板 （SUS30 4）

１ ．ダ クト

２ ．排 煙口 の形 式

３ ．排 煙口 解放 装置

４ ．排 煙風 量測 定方 式

・ 　亜 鉛鉄 板製 　　　 ・　 鋼板 製（ 1.6㎜ 以上 ）

・ 　可 動羽 根（ スリッ ト共 ）　 　　 ・　 可動 パネル

・ 　可 動羽 根（ スリッ ト共 ）　 　　 ・　 可動 パネル

建 築設 協定 期検 査業務 指導 書（ （財 ）日 本建 築設備 安全 セン ター ）の 排煙 風量の 検査 方式 に準 ずる 。

１ ．中 央監 視制 御

２ ．計 装工 事の 配線

３ ．そ の他

屋 外・ 屋内 露出 の配線 は， 図面 に特 記の ない 限り金 属管 配線 とす る。

室 内温 湿度 検出 器湯を ２個 以上 併設 する 場合 は，サ ーモ ケー スを 使用 する 。

１ ．大 便器 洗浄 弁

２ ．便 器洗 浄用 タン ク

３ ．小 便器 節水 装置

４ ．小 便器 洗浄 管

５ ．自 動水 栓

６ ．大 便器 耐火 カバ ー

７ ．注 記板

不 凍結 節水 弁付 とする 。

※ 　節 水装 置（ 機能は 別図 によ る） 　・ 　押 ボタン 式（ 不凍 結節 水弁 付） 　　・ 水栓 式

※ 　埋 込　 　　 ・　露 出

設 ける （ピ ット 内を除 く）

２ ．量 水器 桝

３ ．配 管材 料

(１ )親 メー ター 　　　 ※　 水道 部貸 与品 　　 　・　 買取 り　 　 (２ )子 メー ターは 　　 　※ 　買 取り

(１ )親 メー ター 用　　 ※　 水道 事業 者の 指定 品　　 　・ 　標 準図 （機 材６ １）

(１ )一 般用 　
　 ・　 ステ ンレ ス鋼管
　 ・　 塩ビ ライ ニング 鋼管 　　 （・ ＶＡ 　・ ＶＢ）

(１ )水道 直結 部分　 ※　 ＪＩ Ｓ又 はＪ Ｖ１ ０Ｋ　 　・ 　水 道事 業所 の規 定によ る　 　Ｋ

４ ．不 凍水 栓柱

６ ．弁 　類

７ ．給 水栓

８ ．埋 設深 さ

９ ．保 　温

10．埋 設弁 開閉 用ハ ンドル

12．そ の他

化 粧ケ ーシ ング （　・ 　ア ルミ 合金 製　 　・ 　合成 樹脂 製　 ）

鍵 付と する 。

(２ )そ の他 の部 分　※ 　Ｊ ＩＳ 又は ＪＶ ５Ｋ 　　　 ・　 ＪＩ Ｓ又 はＪ Ｖ１ ０Ｋ

(１ )屋 内（ 　※ 　耐寒 水栓 　・ 　一 般水 栓　 ）　　 　　 　 (２ )屋 外（ 　※ 　耐寒 水栓 　・ 　一 般水 栓　 ）

(３ )公 道部 分（ 　※　 水道 事業 者及 び道 路管 理者規 定に よる 　）
(１ )一 般敷 地内 （0.6ｍ以 上） 　　　 　　 　　 (２ )敷地 内車 両道路 （ 1.2ｍ 以上） 　　 を原 則と する 。

(１ )量 水器 桝内 の保温 を行 う。

本 工事 に　 　　 ※　含 む（ 水道 事業 者管 理用 以外の 弁操 作用 ）　 　　 ・　 含まな い

水 道加 入金 　　 　※　 不要 　　 ・　 要（ 　・ 　本工 事　 　　 ・　 別途 　） 　

・ 　そ の他 （　 　　　 　　 　　 　　 ）　 　　 ・　要 （　 ・　 本工 事　 　　 ・　別 途　 ）

給 水管 の最 小口 径は20ｍｍ する 。た だし ，器 具接続 部分 を除 く。

１ ．配 管材 料 (１ )屋 内汚 水管

・ 　コ ーテ ィン グ鋼管
・ 　メ カニ カル 形排水 鋳鉄 管
・ 　鉛 管
・ 　ビ ニル 管（ ＶＰ）

(２ )屋内 雑排 水管
・　 配管 用炭 素鋼 鋼管 （白 ）
・　 排水 用塩 ビラ イニ ング 鋼管（ 厨房 用排 水管 ）
・　 排水 用タ ール エポ キシ 塗装鋼 管（ 厨房 用排 水管 ）
・　 ビニ ル管 （Ｖ Ｐ）

※　 着脱 可能 形（ ※　 全数 　・　 図示 によ る）

　　 着脱 可能形 の場 合， その 指示 部（ ・　40A用 　　 個　　 ・　 100 A用　 　個 　　 ・　 250A用 　　 個） を付 属す る。
・　 固定 形（止 水コ ック 付） 　　 ・　 測定用 タッ ピン グ（ 32mmピト ー管流 量計 用）

14．瞬 間流 量計

15．オ イル タン ク

17．注 油口 及び 指示 ﾎﾞｯｸｽ

1 6．積 算油 量計

18．消 音内 貼り

19．保 　温

（ ２） 遠隔 油用 指示計 　　 　※ 　取 付け る　 　　・ 　取 付け ない
（ １） オイ ルタ ンク本 体は 図示 によ る。

（ ３） 計量 尺は ，青銅 製， 黄銅 製又 はア ルミ 製とし ， 100ﾘｯ ﾄﾙ実測 目盛 刻印 とす る。 計量 口は錠 付と する 。

図 示の 箇所 に取 付ける （熱 源機 器等 ）。

・ 単独 形　 　　 　　・ 共用 形（ ・ロ ーリ ーア ース付 ）
標 準図 （機 材6） によ る。

（ ２） 内貼 りチ ャンバ ー類 の寸 法表 示は 、外 形寸法 とす る。
（ ３） 吹出 口に 接続す るチ ャン バー の消 音内 貼りは 別図 によ る。

(１ )建物内 の空 気抜 き管 の保 温は 空気抜 き弁 まで とし （空 気抜 き弁も 含む ）， 仕様 は冷 温水 管の項 によ る。
(２ )屋外露 出配 管の 保温 は， 給水 設備の 項に よる 。
(３ )外気取 り入 れダ クト 及び チャ ンバー ボッ クス の保 温　 　※ 　要（ 全熱 交換 器の 給気 ダク トを含 む） 　・ 　不 要

(５ )冷媒管 （断 熱材 被覆 銅管 ）の 保温外 装

20．電 気工 事の 範囲

(６ )高圧蒸 気管 及び ヘッ ダー の保 温厚は 　　 　　 　ｍ ｍす る。

(１ )地 震感 知器 の配管 配線 　　 　　 　※ 　別 途　　 　・ 　本 工事
(２ )防 煙ダ ンパ と連動 制御 器迄 の配 管配 線及 び連動 制御 盤か ら煙 感知 器迄 の配線 配管 は

※ 　別 途　 　　 ・　本 工事

（ １） 施工 箇所 は図示 によ る。

中 央監 視制 御装 置の構 成機 能は 別紙 によ る。

対 象器 具（ 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　）

(３ )屋 外土 中用
・ 　ス テン レス鋼 管
・ 　塩 ビラ イニン グ鋼 管（ ＶＤ ）
・ 　ポ リ粉 体ライ ニン グ鋼 管（ ＰＤ ）
・ 　ビ ニル 管（Ｊ ＩＳ 　Ｋ 　67 42） 　（ ＶＰ）
・ 　　 〃　 　（Ｈ ＩＶ Ｐ）
・ 　ポ リエ チレン 管（ ＰＰ ）

・
・ 　水 道用 ゴム輪 形硬 質塩 化ビ ニル 管

・ 　ポ リ粉 体ラ イニン グ鋼 管（ ・Ｐ Ａ　 ・Ｐ Ｂ）
・

(２ )土 間配 管用 （厨房 ，浴 室等 のシ ンダ ー内 含む） 　　
・ 　ス テン レス 鋼管
・ 　塩 ビラ イニ ング鋼 管（ ＶＤ ）
・ 　ポ リ粉 体ラ イニン グ鋼 管（ ＰＤ ）
・

(２ )子 メー ター 用　　 ※　 標準 図（ 機材 ６１ ）　　 　・ 　水 道事 業者 の指 定品

・ 　排 水用 塩ビ ライニ ング 鋼管

11．弁 　類

12．鋼 管用 伸縮 管継 手

13．温 度計

※ 　Ｊ ＩＳ 又は ＪＶ５ Ｋ　 　　 　　 　・ 　Ｊ ＩＳ又 はＪ Ｖ１ ０Ｋ

※ 　ベ ロー ズ形 　　　 　　 　・ 　ス リー ブ形

※ 　共 通仕 様書 ，標準 図に よる 他， 図示 した 箇所に 取り 付け る。 （配 管用 はＬ形 、ダ クト 用は 円形 ）
・ 　空 気調 和機 ，温風 暖房 機ま わり の給 気ダ クト， 還気 ダク ト及 び外 気ダ クト
・ 　冷 温水 ヘッ ダー（ 往） 及び 冷温 水ヘ ッダ ーの各 還り 管
・ 　パ ッケ ージ 形空気 調和 機の 冷却 水及 び温 水の出 入口

18．総 合調 整

19．容 量等 の表 示

20．耐 震措 置

※　本 工事 にお いて 下記 の項 目の総 合調 整を 行い ，報 告書 を提出 する 。　 　・ 　別 途

(１ )機 器類 の能 力， 容量 等は 指示さ れた 数値 以上 とす る。

機器， 配管 ，ダ クト 等は 耐震 を考慮 し堅 固に 据え 付け ，取付 け又 は支 持を 行う 。

（４） 重要 機器 類（ 高置 タン ク、受 水タ ンク は機 器表 による 。）
　 を行 うも のと する が， 前記指 針の 方法 によ らな くて もよい 。

（２） 地域 係数 は 1. 0とす る。
（１） 本工 事の 施設 は（ ・一 般の施 設　 ・特 定の 施設 ）とす る。

一階及 び地 下層
中層階
上層階 、屋 上及 び塔 屋 2.0（ 2.0）

1.5（ 1.5）
1.0（ 1.0）

重 要機 器

設 計用 標準 震度
設 置場 所 一 般の 施設特 定の 施設

1.0（ 1.5）
0.6（ 1.0）
0.4（ 0.6）

一 般機 器

0.6（ 1.0）
1.0（ 1.5）
1 .5（ 2.0）1 .5（ 2.0）

1 .0（ 1.5）
0 .6（ 1.0）

一 般機 器

　特記 され てい ない 弁等 のサ イズは ，機 器付 属品 を除 き接 続配管 のサ イズ と同 じと する 。

22．電 線類
・情報 設備 工事 　第 １章 　機 材　第 １節 　電 線類 等　 1.1. 1　電 線類 等　 表1.1 .1電 線類に 次の 種類 を追 加す る。

本工事 では 環境 配慮 の観 点か ら，原 則と して ＥＭ ケー ブルを 使用 する もの とす る。 なお， 共通 仕様 書第 ６編 　通 信

　対象 配管 系統 　　 ・　 冷温 水　　 ・　 冷却 水　 　・ 　消 火（水 用） 　　 ・　 油　 　・ 　ガス
　検査 の種 類　 　　 ・　 浸透 探傷検 査（ ＰＴ ）又 は磁 粉探 傷検査 （Ｍ Ｔ） 　　 ・　 放射線 浸透 検査 （Ｒ Ｔ）

　既存 のコ ンク リー ト部 の床 ，壁の 配管 貫通 部等 の穴 明け は原則 とし てダ イヤ モン ドカ ッター によ る。

（ SUS 304） とし ，ポ ンプ ・屋外 機器 のア ンカ ーボ ルト のナッ トに はナ ット キャ ップ （樹脂 製） を取 り付 ける 。

（３） 冷水 及び 冷温 水管 の吊 バンド 等の 支持 部は 、合 成樹 脂製の 支持 受け を使 用す る。
（２） 振動 を伴 う機 器の 支持 金物の ナッ トは ダブ ルナ ット とする 。

・　根 切り 土の 中の 良質 土（ ただし ヒュ ーム 管以 外の 管の 周囲は 山砂 の類 ）　 ・　 山砂 の類

　地中 埋設 標及 び埋 設用 テー プは、 下記 によ り屋 外埋 設部 分に布 設す る。 なお ，地 中埋 設標の 設置 場所 は図 示に よる
ほか， 屋外 埋設 管の 分岐 及び 曲がり 部に 設置 する 。表示用 テー プ

・　主 機械 室は 下記 の室 とし 、他は 各階 機械 室と する 。
主 機械 室：

（　　 　　 　　 　　 　）
屋外露 出、 多湿 箇所
屋内隠 ぺい 、Ｐ Ｓ内

・ 　ア ルミ ガラ スク ロス 　　　 ・　
・ 　ア ルミ ガラ スク ロス 　　　 ・　
・ 　ア ルミ ガラ スク ロス 　　　 ・　
・ 　カ ラー 亜鉛 鉄板 　　 　　　 ・　
・ 　ア ルミ ガラ スク ロス
・ 　ス テン レス 鋼板

居 室・ 廊下 など

倉 庫・ 書庫
各 階機 械室
主 機械 室

屋内 露出

・　ダ クト の保 温の 外装 は下 記によ る。 内装 は（ ・　 ﾛｯｸｳ ｰﾙ　・ 　 ｸﾞﾗｽｳ ｰﾙ）

23．溶 接部 の非 破壊 検査

26．支 持金 物・ 固定 金具

27．埋 戻し 土・ 盛土

28．地 中埋 設標 及び 埋設

30．保 　温

（　　 　　 　　 　　 　）

屋外露 出、 多湿 箇所

屋内隠 ぺい 、Ｐ Ｓ内

・ 　綿 布　 　　 　　 　　 　　　 ・　

・ 　ア ルミ ガラ スク ロス 　　　 ・　
・ 　ア ルミ ガラ スク ロス 　　　 ・　
・ 　ア ルミ ガラ スク ロス 　　　 ・　

倉 庫・ 書庫
各 階機 械室
主 機械 室
居 室・ 廊下 など

屋 内露 出

・ 　配 管の保 温の 外装 は下 記に よる 。内装 は（ ・　 ﾛｯｸｳ ｰﾙ　 ・　 ｸﾞﾗｽｳ ｰﾙ　 ・　 ﾎﾟﾘｽﾁ ﾚﾝﾌｫ ｰﾑ）

空

１．設 計温 湿度

２．ば い煙 濃度 計

３．煙 　突

４．煙 　道

取付箇 所は 図示 によ る。

５．ダ クト の区 分 低圧と する （高 圧１ 及び 高圧 ２の部 位は 図示 によ る。 ）

６．長 方形 ダク トの 工法

７．風 量測 定口

８．チ ャン バ

・ 　図 示し た位 置取付け 場所 は ・ 　送 風機 吐出 ダク ト又 は吸込 ダク ト

(１ )内 貼り を施 すチ ャン バー の表示 寸法 は外 法を 示す 。
(２ )空 気調 和機 に取 付け るサ プライ チャ ンバ ー及 びレ タン チャン バー で消 音内 貼り した チャン バー には 、点 検口 を設

ける。 なお 点検 口の 大き さは図 示に よる 。
(３ )外 壁に 面す るガ ラリ に直 接取り 付け るチ ャン バー 及び ホッパ ーは 雨水 の滞 留の ない ように 施工 する 。

※ 　別途 　　 　　 　　 　　 　・ 　本工 事（ 鋼板 厚　 　　 ｍｍ 高さ　 　　 ｍ以 上）

※　煙 道径 300ｍｍ下 は鋼 板厚 3.2ｍ ｍ 300ｍ ｍ超え るも のは 4.5ｍ ｍす る。 　・ 　図 示に よる。

　 （煙道 径が 400ｍｍ超 える もの には ，掃 除口 に蝶番 を取 り付 ける 。）

・　ア ング ルフ ラン ジ工 法　 　　　 　・ 　コ ーナ ーボ ルト 工法　 （　 ・　 共板 　　 ・　 スライ ド）

・　外気取入れダクト
・ 　風 量調 整ダ ンパ ーの 上流又 は下 流　 　・ 　空 調機 のサプ ライ チャ ンバ ーか らの 分岐ダ クト

夏期
冬季

温 度(DB) 湿 度 (RH)
一 　般 　系 　統

℃
℃ ％

％
湿 度(RH)温 度 (DB)

外 　　 　　 　気

湿 度(RH)温 度 (DB)湿 度 (RH)温 度 (DB)
一 　般 　系 　統

屋 内（ 調整 目標 値）

％
％℃

℃

９．防 煙ダ ンパ

10．配 管材 料 (１） 冷温 水管 　　　 　　 　　 ※　 配管 用炭 素鋼鋼 管（ 白） 　　 　　  ・　 ステ ンレ ス鋼 管
(２） 冷却 水管 　　　 　　 　　 ※　 配管 用炭 素鋼鋼 管（ 白） 　　 　　  ・　
(３） 蒸気 管（ 給気管 ）　 　　 ※　 配管 用炭 素鋼鋼 管（ 黒） 　　 　　  ・　

(４） 油管 、油 用通気 管　 　　 ※　 配管 用炭 素鋼鋼 管（ 黒） 　　 　　  ・　
(５） 膨張 管、 空気抜 き管 、膨 張タ ンク より ボイラ 等へ の給 水管

(７） 冷媒 管　 　　　 　　 　　 ※　 断熱 材被 覆銅管 （製 造者 標準 品： 断熱 材厚さ ８～ 10m m程度 ）　 　 ・ 　銅 管

　 （還 水管 ）　 　　※ 　圧 力配 管用 炭素 鋼鋼 管（ Sch40）　 ・　配 管用 炭素 鋼鋼 管（ 黒）

総合調 整の 項目
・　風 量調 整　 　　 　　 　　 　　　 　　 　・ 　水 量調 整　　 　　 　・ 　室 内外 空気 の温湿 度測 定
・　室 内気 流及 びじ んあ いの 測定　 　　 　・ 　騒 音の 測定　 　　 　・ 　初 期運 転状 態の記 録
・　末 端水 栓の 残留 塩素 濃度 の測定 　　 　・ 　し 尿浄 化槽放 流水 質の 測定
・　機 器の 絶縁 抵抗 の測 定　 　　　 　　 　・ 　水 圧調 整
測定箇 所は ，監 督員 の指 示に よる。

建設リ サイ クル 法
・　対 象工 事

落 札が 決定 した 業者 は、 分別解 体等 省令 で定 める 様式 第１号 別表 １～ ３の うち 当該 工事に 該当 する 別表 及び
工 程表 を作 成し 、契 約締 結前に 、契 約担 当者 等に 説明 書を提 出す るも のと する 。ま た、特 定建 設資 材廃 棄物 の
再 資源 化等 が完 了し たと きは、 建設 リサ イク ル法 第１ ８条に 基づ いて 書面 によ り報 告する こと 。

・　対 象外 工事
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スリー ブ及 びそ の補 強筋 は本 工事に 含む もの とす る。 （補 強筋は 既製 品を 使用 し、 構造 計算書 を提 出す る事 ）25．ス リー ブ

29．絶 　縁 異種管 接合 が発 生す る個 所は 絶縁を 完全 に行 なう 事。

給 食室 (厨 房・受 入室 ) ・ 　ス テン レス 鋼板

(７ )ダクト の保 温は 、Ｏ Ａ・ ＳＡ は全て 保温 し、 ＥＡ ・Ｒ Ａは 外壁よ り２ ｍま で保 温す る。

・　 亜鉛 めっ き鋼 管（ ＳＧ Ｐ－Ｗ ）

・ 　亜鉛 めっ き鋼 管（ ＳＧ Ｐ－ Ｗ）

(２ )ガ スメー ター

・　 水路

（１ ）特 記仕様 書及 び図 面に 記載 され ていな い事 項は ，す べて 国土 交通省 大臣 官房 官庁 営繕 部監 修の公 共建 築工 事標 準仕 様書

（ア ）特 別管理 産業 廃棄 物

（ウ ）（ ア）（ イ） 以外 の発 生材 の処 分地

注（１ ）設 置場 所の 区分 は標 準仕様 書に よる 。　 注（ ２） （　） 内の 数値 は防 震支 持の機 器の 場合 に適 用す る。

標準仕 様書 第二 編に 基づ き行 うもの とす るが ，対 象等 は次の とお りと する 。

屋 　　 　外屋　 　　 内

　　 ．特 記仕 様書

・ 　桝 リスト は図 面番 号（ 　   　）

（３） 100㎏以 下の軽 量な 機器 （標 準仕 様書 の適用 を受 ける もの は除 く）に おい ても 耐震 を考 慮し ，据付 又は 取付

　標 準仕 様書に よる 。（ 第１ 編　 １． ４．５ ，　 １． ４． ６）

図面に 特記 のな い場 合は 下記 による ほか 標準 仕様 書第 ２編 による 。た だし 、各 工事 種目 で別に 指定 され たも のは 除く。

こ れら のも のに つい ては， その 品質 ・性 能が 図面 と同等 品も しく はそ れ以 上の ものを 使用 する もの とす る。

土中 埋設の 鋼管 （外 面被 覆鋼 管は 除く） 及び 金属 製継 手類 （砲 金製弁 ・継 手を 含む ）に はペ トロラ タム 系防 食テ ープ
及び プラス チッ クテ ープ によ る防 食処理 を行 う。 （埋 設配 管は 原則と して ，防 食処 理不 要の 管材と する 。）

下記の 金属 電線 管は 塗装 を行 う。
※ 　 屋 外 露 出 　 　 　 　 ※ 　 居 室 　 　 　

切取り 面に その 箇所 の土 質に 見合っ た勾 配を 保っ て掘 削で きる場 合を 除き 、掘 削の 深さ が 1.5 mを超 える 場合 には 、山
留めを 行う もの とす る。

　図面 に特 記な き場 合は ，表 「工事 区分 表」 によ る。

１．工 事日 報

31．塗 　装

32．防 食処 理

34．山 留め

36．他 工事 との 取り 合い

37．記 　録

38．不 法無 線局 の排 除

必要個 所に は文 字書 き、 名札 、色分 け等 を監 督員 の指 示に より施 工す る。33．文 　字

毎週 （月 ～土 曜日 ）毎に 作成 し、 次週 （火 曜日 ）に監 督員 に提 出す る。

２．工 事写 真 ａ． 工事 名、 略図 、日付 、撮 影個 所、 立会 人及 び施工 業者 名を 記載 した 記名 板を写 しこ む事 。

ｂ． リボ ンロ ット 、スタ ッフ 、テ ープ 折尺 、下 げ振り 等の 定規 を写 しこ みス ケール を表 現す る事 。

ｃ． 完成 時に A４版 ポケ ット 式工 事アル バム に、 種別 、工 事別 に分け 、撮 影順 に整 理し 、提 出する 。

　国土 交通 省大 臣官 房官 庁営 繕部監 修の 公共 建築 工事 標準 仕様書 22章 （舗 装工 事） 及び 同監理 指針 （舗 装工 事） による 。

(１ )給 水管 ，ガ ス　 　・ 　地 中埋設 標　 　・ 　埋 設用 表示 テープ

桝 蓋開 け用 フック ２組 用意 する 。

(４ )排気ダ クト の外 壁開 放部 より ２ｍ程 度保 温す る。 （チ ャン バーボ ック スを 含む ）

（ ２） 電気 設備 工事及 び建 築工 事を 本工 事に 含む場 合， 電気 設備 工事 及び 建築工 事は それ ぞれ の工 事仕 様書を 適用 する 。

重 要機 器

耐震措 置の 計算 及び 施工 方法 は，次 に揚 げる 事項 以外 すべて 建築 設備 耐震 設計 施工 指針（ 国土 交通 省国 土技 術政 策

（１） ポン プ・ 屋外 機器 のア ンカー ボル トの ナッ ト及 び屋 外の配 管・ ダク トに 使用 する支 持金 物は ステ ンレ ス製

（ ２)ふ た
・ 樹脂製

（３ )規 格

※　消 火管 （ ﾛｼｭﾂ部 ）、 排水 管（ﾋﾟｯﾄ部 ）、 通気 管（ ﾛｼｭﾂ部）も 給水 管に 準じ 防露 保温 する。

※　保 温の 区分 は屋 内－ グラ スウー ル保 温材 、ピ ット 内－ ポリス チレ ンフ ォー ム保 温材 とする 。

・ 鋳鉄製 （　 ・　 ＭＨ Ａ　 　・ 　ＭＨ Ｂ　 　・ 　　 　　   ）
(１ )材 料　　 　 ・　Ｒ Ｃ　 　　 ・　 硬質 塩化 ビニル 　　 　・ 　ポ リプ ロピ レン　 　　 ・　 ＳＣ

※  市マ ーク ，流 体名入 り

・ 　保 温付被 覆銅 管

・ 　ス テンレ ス鋼 管(ド レン 管含 む)　 ・　 耐熱 性ラ イニ ング 鋼管　 　・ 　銅 管　 　・ 　被 覆銅管

総合研 究所 ，独 立行 政法 人  建 築研 究所  監修 2014年版 ）に よる。

　官 公署 への諸 手続 等は 遅滞 なく 監督 員と協 議の うえ ，受 注者 が代 行処理 する 。　 なお ，当 該手 続きに 係る 費用 は，
受注 者の 負担と する 。

本工 事着 手前に 主要 機材 メー カー リス ト及び 機器 製作 図を 提出 し、 監督員 の承 諾を 受け る。

事 故が 発生 した場 合は 、「 盛岡 市建 設工 事等に おけ る事 故報 告要 領」 に基づ き報 告す るこ と。
（要 領等 は盛 岡市 ホー ムペー ジか らダ ウン ロー ドする こと ）

１． 完成 書類 　本 工事終 了後 下記 の書類 を提 出す るこ と。

※ 　盛 岡市 建築工 事等 基準 仕様 書によ る。

２ ．建設 資材 は可 能な限 り、 県内 販売 業者か ら調 達す るよう 努め るこ と。

３ ．本 工事完 成１ 年後 に経 年検 査を 行うこ と。

そ の他

(４ )転 倒防止 等　 　・ 標準 図施 工要領 　 {・（ ａ）　 ・（ ｂ） }　・ 　ﾎﾞﾙﾄ， ﾁｪｰﾝ等は SUS製 とす る。

　受注 者は 電波 法令 を遵 守し ，不法 無線 局を 搭載 した 車両 を使用 して はな らな い。

工事 現場 に搬入 する もの 　　 　　 　　 　土砂 、砕 石、 加熱 アス ファ ルト混 合物

は 50ｍ ｍ呼 び径 32ｍｍ 上の もの は40ｍｍ する 。
(２ )屋 外露 出管 （弁， フラ ンジ 類を 含む ）は ，標準 仕様 書第 ２編 表 2. 3.5e 2(ﾊ)と し， 厚さ は， 呼び 径25ｍｍ下 のも の

４ ．請 負工事 検査 要領 （昭 和63年 7月 1日　 63盛 検発 第3号 ）第 6第 3項の 規定 に基づ き、 検査 員が 必要 に応 じ、随 時中 間検 査を 行う こと がある 。

備　 　　 考

・　 水道 直結方 式　 　・ 　高 置タ ンク 方式　 　・ 　タ ンク レス ブー スター 方式 　　 ・　 受水 槽方 式

13A・　 都市 ガス　 種別 （　 　） 　　 　　 　 kJ／ ｍ 3（ N） （供 給圧 力　 　Pa） 　　 ・　 液化 石油 ガス

・　 コンク リー ト管 （１ 種Ｂ 形）
・　 ビニル 管（ ＶＵ ）

(４ )土 間配 管用
・ 　排 水用 塩ビラ イニ ング 鋼管
・ 　コ ーテ ィング 鋼管
・ 　ビ ニル 管（Ｖ Ｐ）

・ 　ビニ ル管 （Ｖ Ｐ）

・　 亜鉛め っき 鋼管 （Ｓ ＧＰ －Ｗ ）
・ 　排 水用 塩ビ ライニ ング 鋼管
・ 　配 管用 炭素 鋼鋼管 （白 ）

(５ )通 気管(３ )屋 外土 中汚 水，雑 排水 ，雨 水管

・ 　耐 火二 層管 ・　 耐火 二層 管

・ 　耐火 二層 管

（機 械設 備工事 編） （最 新版 ） ,公 共建 築改 修工 事標 準仕様 書（ 機械 設備 工事 編） （最新 版） 及び 同部 設備 ・環 境課監 修　
公 共建 築設備 工事 標準 図（ 機械 設備 工事編 ）（ 最新 版） によ る。

延床 面積 (ｍ２ ）

地中 埋設 管の防 食処 理に つい て

32. 2℃

※ 上下 水道接 続部 分の 施工 につ いて は，盛 岡市 指定 下水 道工 事店で ある こと が必 要で す。

(６） 空調 用排 水管　 　　 　　  ・　 ビニ ル管 （Ｖ Ｐ） 屋外 、埋設 　・ 　断 熱付 ビニ ル管 （屋内 一般 ）

７項RC 

地 中埋設 の金 属管 （SU S、 SGP-V S含む ）は ペト ロラタ ム系 ペー スト +テー プ+プラス チッ クテ ープ 巻き とす る。（ テー プ類 はハ ーフ ラッ プ巻）

本図 面中 で， 機器 又は シス テムの 品質 ・グ レー ドを 規定 する目 的で ，対 象品 の寸 法形 状，諸 元及 びシ ステ ム構 成等 を参考 図と して 記載 して いる 。

プラ スチ ック 被覆 鋼管 （PLS）

被覆 銅管

本工 事に 必要な 工事 用電 力、 水及 び諸 手続な どの 費用 はす べて 引渡 しまで 受注 者の 負担 とす る。 （既存 建物 利用 可）

3階

28℃

金 属製

5,574

（ＥＭ －Ｃ ＭＭ Ｓ， ＥＭ －Ｖ ＴＰ， ＥＭ －Ｍ ＥＥ Ｓ， ＥＭ－ ＥＢ Ｔ， ＥＭ －Ｅ ＥＦ ，ＥＭ -Ｃ Ｅ）

・ 　ス テン レス 鋼板 又は ＲＤダ クト

・ 　合 成樹 脂カ バー 　樹 脂製ス リム ダク ト

屋外 　　　 　　 　・ 　保 温化 粧ケ ース（ 樹脂 製）     　・ 　ス テンレ スラ ッキ ング
屋内 露出部 　　 　・ 　保 温化 粧ケ ース（ 樹脂 製） 　　 　・ 　外 装なし 　　 　・ 　合 成樹 脂カ バー　 　　

国土 交通 省仕 様

校舎棟

岩手県盛岡市松園三丁目12番-1外

・撤 去工 事
・発 生材 処理

工事名称

〒020-0106　岩手県盛岡市東松園三丁目25番20号

一級建築士(国土交通省)登録第148268号　東舘 隆　

TEL 019-663-1391.　

一級建築士事務所(岩手県知事登録)第お(2708)1257号 承　認

FAX 019-662-2275

改定履歴作成設　計 特記

日付

図面名称 縮尺 図
面
番
号

ＮＯ．

機械設備区分

枚/内

　　 ．修繕 概要

１． 修繕 名称

２． 修繕 場所

機械設備　特記仕様書

盛岡市立松園小学校校舎安全対策
（受水槽等）修繕

盛岡市立松園小学校校舎安全対策（受水槽等）修繕
※特記仕様書中にある「工事」は「修繕」と読み替えることとする。
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枚の内

番　号工 　 事 　名 年月日特　記検　図 製　図 図面内容 縮　尺

- R5年02月

工
事
期
間
中
の
書
類
等

電
子
納
品
事
項

電
子
納
品
事
項

工
事
請
負
契
約
に
伴
う
事
務
手
続
き
事
項

１ 工事着手届の提出 受注者は、契約締結後７日以内に工事着手届を発注者へ提出しなければならない。 社会保険等に未加入である建設業許可業者を下請負人（二次以下の下請負人を含む。）とすることは禁止することとし、 １ 適用 工事管理ファイル(INDEX_C.XML)の記述例 (注意　アスタリスク「*」は、半角スペースに置き換えてください。)

２ 工事実績情報の登録 請負代金額が５００万円以上の全ての工事は、工事実績情報（工事カルテ）の登録をおこなわなければならない。登録す その者を下請負人とした場合は「工事成績評定の減点」や「受注者の指名停止措置」を講じる。また、社会保険等の未加 　本工事は、電子納品の対象工事とする。

る際は監督員に予め内容の確認を受け、登録完了後、速やかに登録機関発行の「工事カルテ受領書」の写しを監督員へ提 入業者を下請負人とする場合は、工事請負契約約款第７条の２第２項の規定による。 　電子納品とは、｢調査、設計、工事などの各業務段階の最終成果を電子成果品として納品するものとする｣をいう。ここで <?xml version="1.0" encoding="shift_jis"?>

出しなければならない。また、機関への登録期限は下記表の通りとし、日数には「行政機関の休日に関する法律（昭和６ 詳細は、盛岡市ホームページの「盛岡市（市上下水道局を含む）発注の工事請負契約における社会保険等未加入対策の強 　いう電子成果品とは、盛岡市電子納品ガイドライン（案）（ 以下、｢ガイドライン｣という。）に基づいて作成した電子 <!DOCTYPE constdata SYSTEM "IDXC_B02.DTD"[]>

３年法律第９１号）」に定める行政機関の休日（土曜日、日曜日、祝祭日、年末年始）は含まないこととする。 化について（平成30年4月1日）」を参照のこと。 　データを指す。（http://www.city.morioka.iwate.jp/kurashi/douro_kotsu/douro/1017579.html） <!-- http://www.city.morioka.iwate.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/017/579/sample1.zip から「IDXC

機関への登録期限 概　要 発注者、受注者及び関連工事の受注者の間で工事の進捗状況及び今後の工事工程等を確認するため、受注者は工事月間工 ２ 電子納品対象書類 _B02.DTD」をダウンロードできます。-->

工事受注時 契約締結後１０日以内 工事着手時 　　　　　　　　の作成 程会議で報告しなければならない。ただし、監督員の承諾を得た場合は、報告書の作成を省略することができる。 　本工事における電子納品の実施区分は、次のとおりとする。 <constdata DTD_version="02">

登録内容の変更 変更契約締結後から１０日以内 工期の変更、請負代金額の変更、技術者の変更 雛形は、盛岡市ホームページ（盛岡市トップページ > 事業者の皆さんへ > 市の発注契約）の「営繕工事特記仕様書に定  (○)本工事は、電子納品を｢義務｣として実施する。 **<基礎情報>

工事完成時 工事完成後１０日以内 める提出書類等」による。  (　)本工事は、電子納品の実施を受発注者間の｢協議｣により決定する。 ****<メディア番号>1</メディア番号>

３ 保　険 工事着手から引渡しまでの期間、工事目的物及び工事材料等を火災保険、建設工事保険その他の保険に付し、その写しを 受注者は、工事期間内に工事作業を休業（ゴールデンウィーク、お盆休暇、お正月休暇）する場合は、休業期間中の工事 　 ※いずれかに｢○｣を記入するものとする ****<メディア種別>DVD-R</メディア種別>

監督員に提出すること。 　　　　管理体制の報告 現場の管理体制を報告しなければならない。 ３ 電子納品対象書類 ****<メディア総枚数>1</メディア総枚数>

４ 現場代理人の兼務 受注者は、現場代理人の常駐義務を緩和させたい場合や、現場代理人を本工事以外の他の工事に兼務させたい場合は、監 工事の着手、施工及び完成において官公署その他関係機関へ必要となる諸手続き等は、監督員と協議のうえ受注者が遅滞  〔建築関係(建築設備を含む。)〕 ****<メディアフォーマット>UDF</メディアフォーマット>

　　 及び常駐義務の緩和 督員と協議しなければならない。 なく処理すること。なお、当該手続きに係る費用はすべて受注者の負担とする。 　 本工事において、電子納品対象書類を｢義務｣又は｢協議｣とする区分は、次のとおりとする。 ****<完成図フォルダ名>DRAWINGF</完成図フォルダ名>

盛岡市ホームページの「市営建設工事に係る現場代理人及び下請負人に関する取扱いについて」を参照のこと。 本工事で事故が発生した場合、「盛岡市建設工事等における事故報告要領」に基づき報告すること。なお、報告要領は盛 作成者 ****<完成図オリジナルファイルフォルダ名>DRAWINGF/ORG</完成図オリジナルファイルフォルダ名>
フォルダー名 書類名 備　考 

５ 建設リサイクル法 ・ 対象外工事　　・ 対象工事（本工事は下記表に該当する工事） 岡市ホームページを参照のこと。 発注者 受注者 ****<保全に関する資料フォルダ名>MAINT</保全に関する資料フォルダ名>

　　　　　　　　の適用 工事の種類 規模の基準 備　　考 受注者は、下記表に掲げる工事施工上必要な図書等を作成し、現場に備えなければならない。ただし、監督員の承諾を得 工事写真 JPEG形式 ****<保全に関する資料オリジナルファイルフォルダ名>MAINT/ORG</保全に関する資料オリジナルファイルフォルダ名>

建築物の解体工事 床面積の合計：80平方メートル以上 　　　　　必要な図書等 た図書等は、その作成を省略することができる。 ****<施工計画書フォルダ名>PLAN</施工計画書フォルダ名>

建築物の新築・増築工事 床面積の合計：500平方メートル以上 また、工事完成時には工事施工上必要な図書として監督員へ提出しなければならない。 作成者 ****<施工計画書オリジナルファイルフォルダ名>PLAN/ORG</施工計画書オリジナルファイルフォルダ名>
フォルダー名 書類名 備　考

建築物の修繕・模様替等工事（リフォームなど）請負代金額：１億円以上（税込み）  （下記表の部数の欄で、工事監理業務委託の監督員が選任されている場合はカッコ書きの部数を提出し、選任されていな 発注者 受注者 ****<工程表フォルダ名>SCHEDULE</工程表フォルダ名>

建築物以外の工作物の解体・新築工事等 請負代金額 500万円以上（税込み） 土木・電気・機械工事を含む  い場合はカッコ無しの部数とする。） 総合施工計画書 PLAN.XML ****<工程表オリジナルファイルフォルダ名>SCHEDULE/ORG</工程表オリジナルファイルフォルダ名>
PLAN 施工計画書

落札が決定した業者は、分別解体等省令で定める様式第１号別表１～３のうち当該工事に該当する別表及び工程表を作成 必要な図書等 部数 提出時期 備　　考 工種別施工計画書 PLAN.XML ****<打合せ簿フォルダ名>MEET</打合せ簿フォルダ名>

工
　
程
　
表

し、契約締結前に、発注担当者等に説明書を提出するものとする。また、特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了したと 施工予定に関する 実施工程表（全体）  ２（３）契約締結後速や 監督員の承諾を受ける。 マスター工程表 SCHEDULE.XML ****<打合せ簿オリジナルファイルフォルダ名>MEET/ORG</打合せ簿オリジナルファイルフォルダ名>
SCHEDULE 工程表

きは、建設リサイクル法第１８条に基づいて書面により報告すること。 事項 変更実施工程表（全体） かに提出する。 月間工程表 SCHEDULE.XML ****<機材関係資料フォルダ名>MATERIAL</機材関係資料フォルダ名>

週間又は月間工程表  １（２） 監督員の指示により作成する。 MEET 打合簿 工事打合せ記録 MEET.XML ****<機材関係資料オリジナルファイルフォルダ名>MATERIAL/ORG</機材関係資料オリジナルファイルフォルダ名>６ 建設リサイクル法 特定建設資材（コンクリート、アスファルト・コンクリート、コンクリート及び鉄から成る建設資材、木材）を用いた対

工種別工程表 試験計画書 MATERIAL.XML ****<施工関係資料フォルダ名>PROCESS</施工関係資料フォルダ名>　　　　　　　の通知等 象建設工事は、建設リサイクル法に基づき、発注者は通知書を作成し、工事を着手する前までに所定の特定行政庁へ通知

総合施工計画書  ２（３）契約締結後30日 盛岡市様式第19号により届け出る。（総 試験成績書 MATERIAL.XML ****<施工関係資料オリジナルファイルフォルダ名>PROCESS/ORG</施工関係資料オリジナルファイルフォルダ名>書を提出しなければならない。

７ 建設資材廃棄物処理 建設リサイクル法の対象工事の場合、受注者は、盛岡市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例の規定により「盛岡市 以内に提出する 合仮設を含む工事の全般的な進め方、主 MATERIAL 機材関係資料 品質証明書 MATERIAL.XML ****<検査関係資料フォルダ名>INSPECT</検査関係資料フォルダ名>

　　　 処理方法等通知書 建設資材廃棄物処理方法等通知書」等を工事着手する前までに、所定の行政機関へ提出とする。 こと。 要工事の施工方法、品質目標と管理方針、 調合表 MATERIAL.XML ****<検査関係資料オリジナルファイルフォルダ名>INSPECT/ORG</検査関係資料オリジナルファイルフォルダ名>

工
期
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関
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８ 工　期 重要管理事項等、各種検査予定表の大要 規格証明書 MATERIAL.XML ****<発生材関係資料フォルダ名>SALVAGE</発生材関係資料フォルダ名>
全体工期 日間  ※全体工期 ＝ 余裕期間 ＋ 実工期

等を記載し、監督員の承諾を受ける。） 試験計画書 PROCESS.XML ****<発生材関係資料オリジナルファイルフォルダ名>SALVAGE/ORG</発生材関係資料オリジナルファイルフォルダ名>
うち余裕期間 日間  ※工期の始期日を含めて数えた180日を超えない日数とする。

工種別施工計画書  ２（３）一工程の施工の 盛岡市様式第19号により届け出る。 PROCESS 施工関係資料 試験成績書 PROCESS.XML ****<その他資料フォルダ名>OTHRS</その他資料フォルダ名>
うち実工期 日間  ※工事開始日を含めて数えた日数とする。

着手の７日前を 総合施工計画書に基づいて工種別の施工 出来高管理図 PROCESS.XML ****<その他資料オリジナルファイルフォルダ名>OTHRS/ORG</その他資料オリジナルファイルフォルダ名>
実工期には、作業日数、準備日数、後片付け日数のほか休工日（土曜日、日曜日、祝祭日、天候による休工日、連休等（

目途に適宜提出 計画を定める。施工要領のほか、仮設計 INSPECT 検査関係資料 完成検査記録 INSPECT.XML **</基礎情報>
ゴールデンウィーク ７日間 、お盆休暇 ４日間 、お正月休暇 ６日間 ）を含むものとする。

すること。 画、工程計画、養生計画、安全・環境対 発生材調書 SALVAGE.XML **<ソフトウェア情報>
９ 余裕期間の設定等 ・ なし　・ あり （ 本工事の工事着手は、令和　　年　　月　　日からとする。） SALVAGE 発生材関係資料

策、品質計画、一工程の施工の確認を行 処理報告書 SALVAGE.XML ****<ソフトウェア名>○○電子成果品作成支援・検査システム</ソフトウェア名>
本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働者確保等の準備を行うことができる余

う段階、施工体制等を記載し、品質計画 SFC形式(DRAWINGF.XML) ****<バージョン情報>○○</バージョン情報>
裕期間を設定した工事である。 DRAWINGF 完成図 完成図

は監督員の承諾を受ける。 JWW形式、PDFの全て ****<メーカ名>○○株式会社</メーカ名>
※ 余裕期間内は、現場代理人及び主任技術者又は監理技術者の配置を要しない。

施工体制台帳の写し ２ 適宜提出とする 保全に関する説明書 MAINT.XML ****<メーカ連絡先>東京都○○区■■</メーカ連絡先>
※ 余裕期間内は、現場に搬入しない資材等の準備を行うことができるが、資材の搬入、仮設物の設置等、工事の着手を行

施工図（加工図）  ２（３）一工程の施工の 監督員の承諾を受ける。 MAINT 保全に関する資料 官公署届出書類 MAINT.XML ****<ソフトメーカ用TAG></ソフトメーカ用TAG>
　 ってはならない。なお、余裕期間内に行う準備は受注者の責により行うものとする。

総合図  ２（３）着手前に適宜提 監督員の承諾を得て省略することができ 備品リスト MAINT.XML **</ソフトウェア情報>
※ 工事実績情報システム(コリンズ)は、実工期にて登録するものとし、工事開始日(変更後の工事開始日含む。)後、土曜

出すること。 る。 施工図 施工図 OTHRS.XML **<工事情報>
　 日、日曜日、祝日等を除き10日以内に、登録申請するものとする。

施工記録に関する 工事材料搬入報告書  １（２）監督員の指示に 試験成績書、規格証明書、品質証明書等 OTHERS 完成写真 完成写真 JPEG形式(OTHRS.XML) ****<!--(必須項目)工事番号は、契約書に掲載してある番号を入力するものとする。掲載の無いものは、｢999999｣を入力
※ 工事請負契約約款第３条の規定に基づく工程表には、余裕期間も含めた全体工期を記載するものとする。

事項 工事材料検査記録  １（２）よる。 を含む。また、自主検査記録、監理者等 その他の資料 OTHRS.XML 　　するものとする。-->
※ 工事請負契約約款第４条の規定に基づく契約保証の期間は、全体工期を満たすものとし、契約締結の日から全体工期の

施工報告書  １（２） 検査記録、是正報告書等は監督員の指示 　　※ 作成者欄の｢○｣は義務、｢△｣は協議を示す。 ****<工事番号>○○○○○○</工事番号>
　 終期日までを対象とするものとする。

施工検査（立会）記録  １（２） により提出。 　　※ 上記以外の書類については、受発注者間の協議によって決定する。 ****<工事名称>市営○○住宅○○主体工事</工事名称>
※ 工事請負契約約款第10条の規定に基づく、現場代理人及び主任技術者等の通知については、工事開始日までに通知する

工事実施状況報告書  １（２） 　　※ ガイドラインで定めているものの他に、電子納品が必要な書類がある場合は、上表に記載するものとする。 ****<!--(必須項目)工事分野は,CORINSの｢公共事業の分野｣に従って記入するものとする。-->
　 ものとする。

工事週報 １ 毎週火曜日 監督員の承諾を得て省略することができ 　　※ 参考フォルダ ****<工事分野>○○</工事分野>
※ 工事請負契約約款第16条第２項の規定に基づく工事用地の管理については、工事開始日の前日までは、発注者の責任に

る。 　　　　http://www.city.morioka.iwate.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/017/579/sample1.zip ****<!--(必須項目)工事業種は、CORINSの｢本件登録工事の受注に対応した建設業許可業種｣に従って記入するものとする
　 おいて行うものとし、受注者に資材の搬入や仮設物の設置等を行わせてはならないものとする。

工事日報 １ 毎月上旬 雛形は盛岡市ホームページによる。 ４ 電子成果品は、ガイドラインに基づいて作成し、電子媒体(CD-R又はDVD-R)で２部提出するものとする。 　　。--
※ 工事開始日の前日までの期間に施工体制及び建設資材や労働者の確保が図られる場合は、受発注者協議により、工事開

工事打合せ簿  １（２） 監督員の指示により作成する。 ５ 電子成果品を提出する際は、電子納品チェックシステム、SXFブラウザ等による成果品のチェックを行い、エラー及び ****<工事業種>○○一式工事</工事業種>
　 始日を変更することができる。なお、工事開始日を遅らせる場合は、余裕期間を180日間超えないこととする。

工事写真 １ 「営繕工事写真撮影要領」国土交通省大 　 誤りがないことを確認するとともに、確実にウィルスチェックを実施したうえで提出するものとする。 ****<!--(必須項目)工種は、CORINSの｢工種、工法・型式｣の｢工種｣を記入するものとする。-->
※ その他、余裕期間を設定する工事の取扱いは、盛岡市ホームページに掲載されている「余裕期間（建築工事関係）の設

臣官房官庁営繕部整備課による。 ６ 電子成果品を提出する際には、｢電子媒体納品書｣を作成し、電子媒体と併せて提出するものとする。 ****<工種>○○一式工事</工種>
　 定について運用基準」による。

産業廃棄物管理票（写）  １（２） Ａ票・Ｂ２票・Ｄ票・Ｅ票・受渡確認票 ****<!--(必須項目)工法型式は、CORINSの｢工種、工法・型式｣の｢工法・型式｣を記入するものとする。-->
10 週休２日工事  ・ 週休２日工事対象ではない。
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 受注者は、下記表に掲げる工事完成時に提出する図書等を作成し、監督員に提出しなければならない。ただし、監督員の ****<工法型式>○○一式工事</工法型式>
 ・ 週休２日促進対象工事（ ・ ４週６休以上７休未満　・ ４週７休以上８休未満　・ ４週８休以上 ）

 承諾を得た図書等は、提出を省略することができる。 ****<契約金額>○○○○○</契約金額>
週休２日促進対象の工事は、岩手県ホームページの「岩手県県土整備部週休２日工事実施要領」を参照のこと。

提出する図書等 部数 備　　考 ****<工期開始日>2016-○○-○○</工期開始日>
11 工事の一時中止 工事請負契約書第20条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、工事の続行に備え中止期間中における工事現

工事完成図書 工事施工上必要な図書等 １ 工事期間中に監督員から承諾を受けた施工 ****<工期終了日>2016-○○-○○</工期終了日>工事番号：〇〇〇〇　枚数／全枚数
場の管理計画書を提出すること。本計画書には、中止時点における工事の出来高、搬入材料及び建設機械器具等の調書、

図面及びその他の書類全てを提出とする。 ****<工事内容>新営,○○</工事内容>ＣＯＲＩＮＳコード番号：〇〇〇〇〇〇
中止期間中の体制及び工事現場の維持管理に関することを記載すること。

主要機器一覧表 １ 機器名称、製造者名、形式、容量、出力 **</工事情報>工事の名称：令和〇〇年度　〇〇〇〇〇工事
各
種
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12 指定部分検査及び  ・ なし　・ あり（指定部分検査を受けるべき建物等は、下記の表のとおりとする。）
数量等 **<発注者情報>

　　指定部分工事目的物 建物または工種 工事段階 備　　考
機器完成図 １ ****<発注者コード>50301201</発注者コード>

　　の引渡し
出荷証明書 １ 発注者署名欄 受注者署名欄 ****<発注者名称>盛岡市</発注者名称>

完成写真 写真帳 １ **</発注者情報>

図面の製本 完成図　　（Ａ１版、またはＡ２版） 各２ 黒文字青表紙の二つ折り製本とする。また、 **<受注者情報>
13 中間検査 「請負工事検査要領（平成２５年４月１日改正）」の第６条第３項の規定により、中間検査を実施することがある。

縮小完成図（Ａ３版） 完成図は、工事の完成（現在の状況）に合 ****<!--(必須項目)受注者コードは、盛岡市役所財政部契約検査課から送付のある盛岡市競争入札参加資格者名簿(４桁)
14 経年検査  ・ 行わない　　・ 行う（ 工事の引渡しから１年を経過したときに経年検査を実施する。）

わせ設計図を修正した図面を収めること。 　　を入力するものとする。-->
総
合
評
価

15 総合評価落札方式  ・ なし　・ あり（ ・ 標準型　・ 簡易型　・ 特別簡易型 ）
施工図　　（Ａ１版、またはＡ２版） １ 黒文字青表紙の二つ折り製本とする。 発注者：盛岡市〇〇部××課 ****<受注者コード>○○○○</受注者コード>

　（建設資材調書） 建設資材調書の提出は、工事完成後、紙で出力した建設資材調書に押印したものを監督員に提出するものとする。
提示または 安全協議会、安全教育及び安全訓練等（店社パトロール、ＫＹ、ＴＢＭ等）、新規入場者教育 受注者：△△株式会社 ****<受注者名称>△△建設株式会社</受注者名称>

詳細は、盛岡市ホームページの「総合評価落札方式競争入札」を参照のこと。
　　　写しの提出 仮設工事の点検・監理・記録等 ウィルス対策ソフト名：□□ **</受注者情報>

発
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（工事成績評定の 建設機械車両の低騒音・低振動・排ガス対策の配慮、過積載防止点検記録 ウィルス定義：〇年〇月〇日版 **<施設情報>

加点に係る書類） 品質管理表、品質確認記録、出来形管理記録、社内検査記録 チェック年月日：〇年〇月〇日 ****<!--(任意項目)発注者より提示されたコードを記入する。官庁営繕事業では8桁で入力するものとする。-->

地域に貢献したことを証明できる書類（地域イベント参加や道路清掃等） フォーマット形式：ＩＳＯ９６６０（レベル１） ****<施設識別コード>○○○○○○○○</施設識別コード>

****<施設名称>○○市営住宅</施設名称>
受注者は、下記表に掲げる引渡時に提出する図書等を作成し、監督員に提出するとともに、その内容を施設管理者に説明

****<!--(必須項目)境界座標情報は、位置情報を http://psgsv.gsi.go.jp/koukyou/rect/citycode.cgi?code=03201 で
しなければならない。ただし、監督員の承諾を得た図書等は、提出を省略することができる。

　　確認し、入力すること。-->
提出する図書等 部数 備　　考

****<施設基準点緯度>39.702236</施設基準点緯度>
保証書 責任施工部分保証書 ２ 工事部分に関する保証（例：屋根工事等） 図　電子媒体の表記例(正副２部)

****<施設基準点経度>141.154714</施設基準点経度> 工事管理ファイル
機器類の製造者保証書 ２

****<建築物情報> INDEX_C.XML
建築物等の利用に 建物の主要な構造部や外構についての説明 ２

 IDXC_B02.DTD(インターネットで入手。) ******<!--(任意項目)発注者より提示されたコードを記入する。官庁営繕事業では11桁で入力するものとする。-->
　　関する説明書 建物を使用するうえでの注意事項 ２  電子媒体

******<建築物識別コード>○○○○○○○○○○○</建築物識別コード>
 ルート建物に設置されている建具及び家具、機器 ２

（施工計画書フォルダ）  ・施工計画書(DTD+XML+PDFファイル) ******<建築物名称>○○市営住宅○号棟</建築物名称>
等の概要説明

PLAN ******<!--(必須項目)建築物の所在地を入力するものとする。-->
建物、工作物、植栽等を管理するうえでの ２  ・施工計画書(オリジナルファイル)

ORG ******<所在地>盛岡市○丁目××</所在地>
保全業務の要点

（工程表フォルダ）  ・工程表(DTD+XML+PDFファイル) ******<!--(必須項目)境界座標情報は、位置情報を http://psgsv.gsi.go.jp/koukyou/rect/citycode.cgi?code=03201 で
建物等の清掃の要点 ２

SCHEDULE 　　　確認し、入力すること。-->
機器取扱説明書 系統図及びフローチャート図等により、機 ２  ・工程表(オリジナルファイル)

ORG ******<建築物基準点緯度>39.702236</建築物基準点緯度>
器等の配置位置や運転方法、取り扱いに関

（打合簿フォルダ）  ・打合簿(DTD+XML+PDFファイル) ******<建築物基準点経度>141.154714</建築物基準点経度>
する注意事項等

MEET ****</建築物情報>
 ・ なし　・ あり（　　　　　　　　） 製造者の機器取扱説明書 ２  ・打合簿(オリジナルファイル)

ORG **</施設情報>
冷媒の回収にあたっては、「特定製品に係るフロン類の回収及び破壊の実施の確保等に関する法律（フロン回収破壊法）」 試験成績書 現地試験成績表 ２ 各種の建築、電気、機械に係る試験

（完成図フォルダ）  ・完成図(DTD+XML+PDFファイル) **<予備>監督職員　盛岡市役所建設部建築住宅課　盛岡太郎</予備>
に従って行い、監督職員に第一種フロン類回収業者登録通知書の写し、フロン類回収証明書を提出する。ただし、家庭等 機器試験成績表 ２

DRAWINGF **<予備>現場代理人　○○建設株式会社　都南二郎</予備>
のエアコン等で「特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法）」の対象となっているものは、法に従ってリサイクル 官公署届出書類 各署関係機関の届出や申請書類 ２ 原本、原本の写し  ・完成図(オリジナルファイル)

ORG **<予備>主任技術者　○○建設株式会社　玉山三郎</予備>
（フロン類の回収を含む）を行い、監督職員に、特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）の写しを提出する。 主要機器一覧表 製造者及び納入者の住所、担当者、連絡先 ２

（保全フォルダ）  ・保全資料(DTD+XML+PDFファイル) **<予備>下請負人　□□舗装株式会社　△△設備株式会社・・・</予備>工事表示板（参考）

現
場
事
務
所
の
掲
示
物

受注者は、契約締結後速やかに、当該工事現場の公衆の見えやすい場所に工事 等一覧工　事　名
MAINT </constdata>発　注　者

表示板を掲げなければならない。ただし、監督員の承諾を得た場合は、その設 設けた装置・機器類の不具合や故障が発生 ２  ・保全資料(オリジナルファイル)設　　　計 ORG
監　　　理

置を省略することができる。また、工事表示板の大きさは、日本工業規格Ａ２ した時の連絡先一覧表施　　　工
（施工関係資料フォルダ）  ・施工関係資料(DTD+XML+PDFファイル) 施設識別コードの設定 施設識別コードは８桁とする。（盛岡市コード（６桁）＋施設コード（２桁））工　　　期 令和　年　月　日 ～ 令和　年　月　日

（420×594）程度を標準とする。 総合試運転報告書 ２現場連絡先 電話　　　　　　現場代理人
PROCESS 建築物識別コードの設定 建築物識別コードは11桁とする。 〔盛岡市コード（６桁）＋建物コード（５桁）〕

受注者は、当該請負工事における下請負人の施工の分担関係を表示した施工体系図を作成することとし、施工体系図は工 鍵箱 鍵番号一覧表 － 建築工事の鍵箱に、関連する工事の鍵を一  ・施工関係資料(オリジナルファイル)
ORG

事現場の公衆が見えやすい場所へ掲示しなければならない。 式収納すること。 各種コード詳細 盛岡市コード（６桁）：032018
（その他フォルダ）  ・完成写真等(DTD+XML+PDFファイル)

受注者は下請負契約を締結した場合は、その金額に関わらず施工体制台帳を作成し、その写しを監督員に提出し確認を受 予備品・工具類 機器等に付属されたもの － 施設コード（２桁）　：01
OTHRS

けなければならない。 ※保全に関する図書は、施設管理者で取扱説明書として利用するものと、監査や検査等で使用する保存版の２部構成とする。 建築物コード（５桁）：00001 ・完成写真等(JPGファイル)
ORG

受注者は、現場代理人等を補助する者を定めた場合は、工事関係担当者等通知書を提出しなければならない。

 ・ なし　・ あり

責によるものでない事項については、この限りではない。

備　　考

コンクリート殻（有筋）

廃コンクリート殻（無筋）

アスファルト殻

廃金属類

木材

廃棄物名 受入場所

16 産業廃棄物

17 残土の処理  ・ 構内指示の場所に敷き均し　・ 構内指示の場所に堆積　・ 構外搬出

18 ＰＣＢ分析調査  ・ なし　・ あり（ＰＣＢ分析調査を本工事で実施し、含有している場合は発注者へ引渡しとする。）

19 特別管理産業廃棄物  ・ なし　・ あり（　・ ＰＣＢ（　・ シーリング材　・ 高圧機器類　・ 安定器　・ 低圧機器類 ） ・ アスベスト）

ＰＣＢを含有する機器等は、廃棄物処理法に基づき、飛散、流出、地下浸透、悪臭が発生しないよう、発注者の指定する

施設内の場所へ適切に保管とする。

場で処分される産業廃棄物は、産業廃棄物管理票（マニフェスト）で管理すること。

本工事で発生した産業廃棄物は、可能な限り中間処理施設等に於いて再利用、減量化を図るものとする。また、最終処分

20 冷媒の回収

21 工事表示板の設置

22 施工体制の掲示等

23 施工体制台帳の作成

24 工事関係担当者の通知

25 下請負契約対象の限定

26 工事月間工程報告書

27 休業期間中の現場

28 各種手続き

29 事故報告

30 工事施工上

31 工事完成図書等

32 保全に関する資料

33 電子納品特記仕様書 33 電子納品特記仕様書

工事の施工により発生する産業廃棄物は、以下の場所に搬入することとする。

産業廃棄物受入施設等名

産業廃棄物受入施設等名については、積算上の条件明示であり、処理施設を指定するものではない。なお、受注者が上記

施設とは異なる施設で処理する場合においても設計変更の対象としない。ただし、現場条件や数量の変更等、受注者の責

※　共通事項 下記事項は、全て本工事で適用する。

・印の箇所は、〇印の付いたものを適用する。

機械設備　改修特記仕様書２ M-02

180

180
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盛岡市立松園小学校校舎安全対策

（受水槽等）修繕
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案内図、配置図

　盛岡市松園三丁目１２番１外

Ｎ

いわて生協ベルフまつぞのＷＩＮＳ松園 北日本銀行
松園支店

松園中央公園
東松園二丁目

松園交番前消防署交番

松
園
地
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活
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セ
ン
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特別養護老人ホーム
第二松園ハイツ

西松園

至国道４号線

西松園２丁目

松園３丁目

松園２丁目

県営松園南アパート

県営松園南アパート

県職員宿舎
県営松園西アパート

松園寮

愛育園

県営松園西アパート S造1F建　16㎡
棟番号①－2

28.250

Ａ１：１／５００

Ａ３：１／１０００

　案　　内　　図　

　配　　置　　図　　１：５００　

工事名称 作成承　認 設　計

日付FAX 019-662-2275TEL 019-663-1391.　〒020-0106　岩手県盛岡市東松園三丁目25番20号

一級建築士(国土交通省)登録第148268号　東舘 隆　

一級建築士事務所(岩手県知事登録)第お(2708)1257号 図面名称改定履歴 特記 ＮＯ．縮尺 図
面
番
号

区分

枚/内

機械設備

　詳細図　参照　

※　工事は学校を使用しながらの施工とし，工程，作業内容，時間等を充分な計画，打合せのうえ施工とする．

※　工事の職員及び作業員は腕章（作業員名簿）等にて，施設職員，外来者等を明確にすること．

※　施設の備品，床等は養生シ－トにて保護のうえ施工とし，その都度清掃のこと．

※　発生材はストック場所を設定し，施設内に放置しないこと．（使用資材共）

※　本工事は受水槽の老朽化による更新．容量見直し行う．

※　既設給水ポンプユニットをトイレ倉庫より移設．ポンプ電源．加圧給水接続等を連休を利用し一気に切替を行う

※　既設高架水槽の使用停止．給水ポンプ揚水管．高架水槽降水管にプラグ止めをし使用停止する．

床・壁・防火区画貫通部の穴処理は本工事とする．

※　屋内消火栓ポンプの更新及び屋内消火栓配管の見直し行う．

※　高架水槽方式を加圧給水方式に改善を行う．（加圧給水ポンプユニットは移設再使用とする）

※　新設受水槽工事を先行し．上水を入水する（既設受水槽と切替までは同時使用する）

※　施工時間は施設管理者と協議のうえ施工とする．

※　工事は学校の児童．教職員の安全を最優先とする．

※　加圧給水方式に切替後．旧ポンプ．コンクリ－ト基礎．不要配管等を撤去する．

一般事項

共通事項

給水設備　施工手順

※　

修繕概要

修繕目的

受水槽

修繕場所：盛岡市立松園小学校

盛岡市立松園小学校校舎安全対策

（受水槽等）修繕
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（更新設備を示す）

ストレ－ト型　２５Ａ

機材　３７・３８　施工６８

施工６８

コンクリ－ト基礎

リミットスイッチ　二次配線（本工事）

ステンレス製　インバーター推定末端圧一定方式　自動交互並列運転自動給水装置

５０φ　ｘ　４０φ　×　２８０Ｌ／ｍｉｎ　×　４０（３０～５１）ｍ　防振架台

制御盤　（２槽式対応・流入電磁弁・緊急遮断弁停止・ポンプ故障・受水槽満水・減水・渇水警報・外部端子付）

ポンプ室

水槽 平架台　（溶融亜鉛メッキ）

サンドイッチパネル保温型（上部パネル、ドレーンパネル、マンホール蓋共、５０ｍｍ保温アルミ仕様）ステンレス製

耐震　１．５Ｇ

（寸法）　２．０ｗ　ｘ　２．５Ｌ　ｘ　２．０ｈ

（寸法）　２．０ｗ　ｘ　２．０Ｌ　ｘ　２．０ｈ

（有効容量）　８．０ｍ３（４．０＋４．０）　２槽式 外タラップ（ポンプ室収納タイプ）

機 　 器 　 仕 　 様 （ 参 考 型 番 ）機 器 番 号 機 器 名 称 電 源 そ の 他

Ｔ 　 　 Ｗ

Ｐ 　 　 Ｗ

１φ－１００ｖ－４．６ｗ

１００φＳＵＳ製丸形フ－ドＦ 　 　 Ｐ

受 水 槽

定 水 位 弁

給 水 ポ ン プ

換 気 扇

Ｗ 　 　 Ｖ

３φ－２００Ｖ－２．２ｋｗ　ｘ２

コンクリ－ト基礎　施工２５

台

数

１

２

１

１

パイプ用ファン　温度センサ－タイプ　コンセントプラグ付

１００φ　ｘ　７５ｍ３／ｈ

給気口　　ポンプ室－丸形給排気グリル　１００φ用

Ｍ 　 　 Ｖ 緊 急 遮 断 弁

Ｏ 　 　 Ａ 給 気 口

電磁弁装置　２０Ａ

水位制御用電極・電極帯　（５Ｐ－１　３Ｐ－１）

ナイロンコ－ティング製　リミットスイッチ付（給水ポンプ空転防止用）

６５Ａ　ｘ２　　機械式 （感振器で遮断弁２台制御） １

高調波対策品

Ｅ 　 　 Ｈ 電 気 暖 房 機 １

１

（本工事）

屋外－１００φＳＵＳ製丸形フ－ド

（Ｖ－０８ＰＴＳＤ８）

パネルヒ－タ－　壁掛形　ステンレス製　７５０ｗ　１００Ｖ／２００Ｖ　サ－モ付 １φ－１００ｖ－７５０ｗ

断熱ドア

工事名称 改定履歴作成承　認 設　計 図面名称

日付

特記

FAX 019-662-2275TEL 019-663-1391.　〒020-0106　岩手県盛岡市東松園三丁目25番20号

一級建築士(国土交通省)登録第148268号　東舘 隆　

一級建築士事務所(岩手県知事登録)第お(2708)1257号 縮尺 図
面
番
号

ＮＯ．

枚/内

区分 機械設備

給水・消火栓設備　機器表（改修後）

Ｐ Ｆ Ｕ 消火栓ポンプ １

ユニット　新技術基準対応　高性能制御盤　認定品

５０φ　ｘ　４０φ　×　３００Ｌ／ｍｉｎ　×　６７ｍ　　吸込ユニット　フ－ト弁ほか

制御盤（起動リレ－スペ－ス付）　呼水槽等　標準附属品一式 ３φ－２００Ｖ－５．５ｋｗ

電極・制御盤等の二次配線（電気設備工事）

施工７１

コンクリ－ト基礎　建築工事　施工２５

（改修後）　給水・消火栓設備　機器表 ＮＯ　ＳＣＡＬＥ

定圧定流量アダプタ－　４０ＡＨ Ｂ － １ Ａ 屋内消火栓箱

１号消火栓　総合形　 標準附属品一式　（消火栓弁・ホ－ス・ホ－スラック・ノズル等） （現状のまま再使用）

（新設設置）

１φ－１００ｖ－３Ｗ　二次配線（本工事）

１７

校舎棟　１Ｆ－５　２Ｆ－５　３Ｆ－４　　屋内運動場棟　－２　給食棟　－１

起動リレ－（既存取外し．取外し品再取付）

盛岡市立松園小学校校舎安全対策

（受水槽等）修繕

対象外
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　（改修後）　給水・消火栓設備　１階平面図　　１：　５０　

工事名称 改定履歴作成承　認 設　計 図面名称

日付

特記

FAX 019-662-2275TEL 019-663-1391.　〒020-0106　岩手県盛岡市東松園三丁目25番20号

一級建築士(国土交通省)登録第148268号　東舘 隆　

一級建築士事務所(岩手県知事登録)第お(2708)1257号 縮尺 図
面
番
号

ＮＯ．

枚/内

区分 機械設備

Ａ１＝１／　５０

Ａ３＝１／１００

廊 下

ポ ン プ 室

Ｕ Ｐリ フ ト 配 膳 室

廊 下

ネットフェンス

ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス

１ ２ ３1A

３ ． ０ ０ ０ ８ ． ０ ０ ０ ８ ． ０ ０ ０

Ｐ Ｓ Ｐ Ｓ

給 食 棟

雨 水 系 統

汚 水 系 統

上
水
給
水
管
　
５
０

既設降水管へ接続－２

（下部・消火栓水槽）

（改修後）　給水設備　１階平面図

※
３０

８０

　詳細図　参照　

１２５

（高架水槽・降水管）

８０

８
０

８
０

８
０

※

※

１２５

（給水ポンプユニットより）８０

８０ＢＶ－２

Ｎ

Ｐ Ｓ
駐車場　砕石敷き＝１００Ｈ（転圧）

　（改修後）　旧受水槽　跡地利用　平面図　　１：　５０　

凍結防止ヒ－タ－巻き　２ｍ

（ 以 降 不 明 ）

浸透桝

（アスファルト舗装）

（砂利）

（アスファルト舗装）

（砂利）

（アスファルト舗装）

３
０

＊　工事途中旧受水槽・新受水槽を同時使用する

（新設後　旧受水槽系プラグ止め）

アスファルト舗装・解体復旧 アスファルト舗装・解体復旧 アスファルト舗装・解体復旧

２０ＧＶ
２０ＢＴ

２０

ＰＦＵ

５０ＦＪ

６
５

５
０

６
５

Ｘ

２０ＧＶ（水抜用）

（別図参照）

６５（天井内）

Ｘ

６５（天井露出）

５
０

５０

Ｘ

ＨＢ－１Ａ

Ｘ

５０

Ｘ

５０（２階へ）

※

新設設備を示す

　 凡 　例　

既設への接続部分を示す

躯体貫通部分を示す

※

既設再使用設備を示す

天井材取外し

取外し品再取付を示す

２０ＧＶ

（既設コンセント使用）

盛岡市立松園小学校校舎安全対策

（受水槽等）修繕

9
Ｍ－５



受水槽基礎

基礎コンクリート：Ｆｃ２１（Ｎ／ｍｍ２）

基礎砕石：５０～０

鉄筋：ＳＤ２９５Ａ

（地上部分の基礎は打放しとし、型枠は化粧型枠使用のこと）

ＧＬ

Ａ Ａ

Ｄ１３・２　＠２００

ＳＴＰ　□　Ｄ１３ー＠２００

腹筋　２－Ｄ１３－＠２００

３－Ｄ１６（上下）

長短辺　Ｄ１３ー＠２００　共

捨てコンクリート：Ｆｃ１８（Ｎ／ｍｍ２）

必要地耐力　ｆａＳ＝６０ＫＮ／ｍ２　（長期）

巾止メ筋　Ｄ１０ー＠１０００

５，５００

１００ １００５００ ２，０００ ５００

５
０
０

６
０
０

３
０
０

５
０

１
５
０

３５０

２，０００

３５０

２
，
０
０
０

２，０００２，５００

Ｄ１０　＠２００

１
５
０
１
５
０

Ａ Ａ

　受水槽　コンクリ－ト基礎　平面詳細図　　１：　５０　 　受水槽　コンクリ－ト基礎　断面詳細図　　１：　５０　

ＧＬ

１００５００

５
０
０

６
０
０

３
０
０

５
０

１
５
０

５００ ２，０００

ＧＬ

Ｂ Ｂ

　受水槽　コンクリ－ト基礎　断面詳細図　　１：　５０　

Ｂ

Ｂ

１
５
０
５
０２
５
０

２
５
０

２
５
０

１
，
１
０
０

３
０
０

２
５
０

１，４００

１００

３５０

２，０００

３５０

３，０００

３５０ ３５０

３
５
０

３
５
０

工事名称 改定履歴作成承　認 設　計 図面名称

日付

特記

FAX 019-662-2275TEL 019-663-1391.　〒020-0106　岩手県盛岡市東松園三丁目25番20号

一級建築士(国土交通省)登録第148268号　東舘 隆　

一級建築士事務所(岩手県知事登録)第お(2708)1257号 縮尺 図
面
番
号

ＮＯ．

枚/内

区分 機械設備

Ａ１＝１／　５０

Ａ３＝１／１００

３５０

２，５００

３５０

２，５００

２００
３００

１
０
０

１
，
７
５
０

５
０

フェンス

主要部材表面処理・高耐候性樹脂粉体塗装

フェンス一般部基礎　２００ｘ２００ｘ４５０ｈ

フェンス開口部基礎　３００ｘ３００ｘ５００ｈ

（朝日ＵＮ（Ａ型）フェンス程度）

フェンスポ－ル一般部　５０．８Φｘ１．６

フェンスポ－ル一般部　６０．５Φｘ３．２

フェンス扉　戸当たり付両面回転施錠付

胴線

胴線

胴線

Ｓ

２
，
０
０
０

ＢＪ　　防震継ぎ手（合成ゴム製）

ＦＪ　　フレキシブルジョイント（合成ゴム製）

水槽内配管は　ＳＵＳ管　とする．

　受水槽廻り　直圧給水設備　詳細図　　１：　５０　

水抜栓　ＭＴ３２ｘ０．６ｈ

Ｂ－１　２００ＶＰ

２５ＦＪ

２５ＳＶ

２０ＳＶ－３　２０ＹＳ　

Ｔ　Ｗ

Ｗ　Ｖ

２
０

２０ＢＴ

２５

２０ＢＴ

２
５

６
５

５０防虫網ｘ２

１
０
０

間接排水口　１００

　受水槽廻り　断面詳細図　　１：　５０　

２
，
０
０
０

５０ＧＶ－２　５０ＢＪ－２

（電極口）

　受水槽廻り　給水設備　詳細図　　１：　５０　

３２ＧＶ

凍結防止ヒータ　１ｍ

３２ＧＶ

凍結防止ヒータ　１ｍ

ホーム水栓

Ｔ２００ＳＵＮ１３

　８０ＢＶ．ＢＪ

ホーム水栓

Ｔ２００ＳＵＮ１３

Ｐ　Ｗ

６５

Ｅ　Ｈ

２０ＧＶ

２５ＦＪ

２５ＳＶ

２０ＳＶ－３　２０ＹＳ　

Ｗ　Ｖ

（上段）

（下段）

２
５

２
５

３
２

２５

２０

（電極口）

Ｍ　Ｖ

Ｍ　Ｖ ６５ＢＶ　６５ＢＪ

６
５

６
５

６５

５０

８０

　受水槽廻り　排水・換気設備　詳細図　　１：　５０　

Ｃ－５０

Ｏ　Ａ

Ｆ　Ｐ

間接排水口　１００

８
０

８０

１
０
０

５
０

（別図参照）

（別図参照）

２０

６５ＢＶ　６５ＢＪ

８
０

８０

５０

ホーム水栓

Ｔ２００ＳＵＮ１３

４，５００

４，５００

（改修後）　給水設備　詳細図

（改修後）（改修後）（改修後）

（改修後） （改修後） （改修後） （改修後）

４，５００

１００

１
０
０

Ｓ

Ｓ

８０

８
０

８０

既設雨水枡へ放流

３０ ３０

１００－２００　　９０Ｌ

＊　プラスチック桝　下水道用硬質塩化ビニル製桝（ＪＳＷＡＳＫ７）

＊　塩ビ蓋　下水道協議会規格・タ－ンアップ開閉式

１００－２００　　９０Ｙ

雨水桝へ放流

Ａ

Ｂ

桝番号

　雨水桝表　

　－４５０

塩ビ桝 桝深さ 桝蓋

塩ビ蓋

　－５００ 塩ビ蓋

ＡＢ

盛岡市立松園小学校校舎安全対策

（受水槽等）修繕
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工事名称 改定履歴作成承　認 設　計 図面名称

日付

特記

FAX 019-662-2275TEL 019-663-1391.　〒020-0106　岩手県盛岡市東松園三丁目25番20号

一級建築士(国土交通省)登録第148268号　東舘 隆　

一級建築士事務所(岩手県知事登録)第お(2708)1257号 縮尺 図
面
番
号

ＮＯ．

枚/内

区分 機械設備

Ａ１＝１／　５０

Ａ３＝１／１００
（改修）　受水槽廻り　電気設備図

　（改修）　受水槽廻り　電気設備図　　１：　５０　

露出スイッチボックス

ノズルプレート

プルボックス

特記事項

１．図中、記入なき配管・配線は、下記による。

ＥＭ－ＩＥ２．０×２．Ｅ２．０（Ｅ１９） 〃

２．図中、記入なきシンボルは、下記による。

記　号 名　　称 備　　考

P15

２ＥＴ

ＷＰ 防雨型コンセント Ｅ付２Ｐ１５Ａ×２＋ＥＴ

埋込コンセント Ｅ付２Ｐ１５Ａ×２＋ＥＴ（金属プレート）

１５０×１５０×１５０（ＳＵＳ－ＷＰ）

ＥＭ－ＩＥ２．０×４．Ｅ２．０（Ｅ２５）

埋込スイッチ １Ｐ１５Ａ×１（金属プレート）

金属プレート

プルボックス
P30

３００×３００×２００（ＳＵＳ－ＷＰ）

異種管接続材 （ＦＥＰ３０）（ＦＥＰ４０）

１ 埋込コンセント ２Ｐ１５Ａ×１（金属プレート）

Ｅ１９－１方出、２方出

ＥＭ－ＩＥ２．０×２（Ｅ１９） （露出配管）

照明器具（直付２０形・防水） 器具光束：１，６００ｌｍ、色温度：５０００Ｋ

ＥＭ－ＩＥ２．０×３．Ｅ２．０（Ｅ１９）

プルボックス ２００×２００×１００
P20

〃

〃

受水槽室電灯盤（住宅用分電盤） プラ露出形　１φ２Ｗ・ＥＬＢ２Ｐ３０Ａ・３回路

Ｐ１５

１φ１００Ｖ－７５０Ｗ　　　　　
パネルヒーター（機械設備）

（機械設備工事）
凍結防止ヒータ１ｍ（１５Ｗ）

１

（３φ３Ｗ２００Ｖ－２．２ＫＷ×２）

（ＦＥＰ３０）受水槽ポンプ室電灯盤

給水ポンプ制御盤

ＥＭ－ＣＥ５．５°－３Ｃ（１Ｅ）

ＥＭ－ＣＥＥ２°－４Ｃ
（ＦＥＰ４０）

ＥＭ－ＣＥ５．５°－４Ｃ（１Ｅ）

給水ポンプ制御盤警報

　ＥＭ－ＣＥ５．５°－３Ｃ（Ｅ３１）

給水ポンプ制御盤

Ｐ３０

凍結防止ヒータ１ｍ（１５Ｗ）
（機械設備工事）

１φ１００Ｖ－４．６Ｗ
（温度ｽｲｯﾁ・ｺﾝｾﾝﾄﾌﾟﾗｸﾞ付）
パイプ用ファン（機械設備）

ＦＰ

ＥＨ
２ＥＴ

ＷＰ

ＷＰ

（アスファルト舗装）

（砂利）

給 食 棟

Ｎ

１ ２ ３1A

３ ． ０ ０ ０ ８ ． ０ ０ ０ ８ ． ０ ０ ０

リ フ ト 配 膳 室

廊 下

Ｕ Ｐ

ポ ン プ 室

（下部・消火栓水槽）

廊 下

Ｐ Ｓ Ｐ Ｓ

ネットフェンス

ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス

受水槽室電灯盤

　ＥＭ－ＣＥ５．５°－４Ｃ　＋ ＥＭ－ＣＥＥ２°－４Ｃ（Ｅ３９）

（ＺＧＰ２８）受水槽ポンプ室電灯盤

給水ポンプ制御盤

ＥＭ－ＣＥ５．５°－３Ｃ（１Ｅ）

ＥＭ－ＣＥＥ２°－４Ｃ
（ＺＧＰ３６）

ＥＭ－ＣＥ５．５°－４Ｃ（１Ｅ）

給水ポンプ制御盤警報

ＯＡ

Ｐ３０

壁貫通・補修

ＥＭ－ＦＰＴ－２２°．Ｅ５．５°（Ｅ５１）

消火栓ポンプ制御盤

（３φ３Ｗ２００Ｖ－５．５ＫＷ）

既設　ＰＰＬ動力制御盤

※既設ＭＣＢ（消火栓ポンプ、揚水ポンプ２号）及び警報回路に接続

壁貫通・補修

Ｐ２０

Ｓ

新設　開閉器盤（ＭＣＢ２Ｐ３０Ａ）取付

既設　Ｌ－１－１電灯盤より分岐　

受水槽ポンプ室電灯盤

給水ポンプ制御盤

ＥＭ－ＣＥ５．５°－３Ｃ（１Ｅ）

ＥＭ－ＣＥＥ２°－４Ｃ

ＥＭ－ＣＥ５．５°－４Ｃ（１Ｅ）

給水ポンプ制御盤警報

ＷＰ

（機械設備工事）
凍結防止ヒータ２ｍ（３０Ｗ）

３．既設受水槽に設置の凍結防止ヒーター用防水コンセント×６個を撤去とする。

Ｐ１５

既設プルボックスより分岐

ＷＰ

ＷＰ

ＷＰ

ＷＰ

ＷＰ

ＷＰ

既設　Ｐ－１１Ａ

盛岡市立松園小学校校舎安全対策

（受水槽等）修繕
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工事名称 改定履歴作成承　認 設　計 図面名称

日付

特記

FAX 019-662-2275TEL 019-663-1391. 　〒020-0106　 岩手県盛岡市東松園三丁目25番20号

一級建築士( 国土交通省) 登録第148268号　 東舘 隆　

一級建築士事務所(岩手県知事登録)第お( 2708) 1257号 縮尺 図
面
番
号

ＮＯ．

枚/内

区分 機械設備

Ａ１＝１／　５０

Ａ３＝１／１００

給水・消火栓設備　機器表

床置タ－ビンポンプ

８０φ　ｘ　７５０Ｌ／ｍｉｎ　×　２４ｍ　ｘ　３Φ－２００ｖ－５．５ｋｗ　　防振架台付

平架台　（溶融亜鉛メッキ）

サンドイッチパネル保温型）　　５０ｍ３ＦＲＰ製

水槽　４．０ｗ　ｘ　５．０Ｌ　ｘ　２．５ｈ　２槽式

機 　 器 　 仕 　 様 （ 参 考 型 番 ）機 器 番 号 機 器 名 称

Ｔ 　 　 Ｗ 受 水 槽

揚 水 ポ ン プ

コンクリ－ト基礎（１，４００Ｌｘ８２０Ｗｘ１００Ｈ）

台

数

１

（改修前）

組合せ型　　　　　　ポンプ　呼水槽　ほか

１００φ　ｘ　７５０Ｌ／ｍｉｎ　×　６０ｍ　ｘ　３Φ－２００ｖ－１５．０ｋｗＰ Ｆ Ｕ 消火栓ポンプ １

（撤去・機器を示す）

バルブボックス　１．０ｗ　ｘ　１．０Ｌ　ｘ　１．０ｈ

コンクリ－ト基礎共

８０ＦＪ　８０ＣＶ　８０ＧＶ

（改修前）　給水・消火栓設備　機器表

Ｈ Ｔ Ｗ 高 架 水 槽 １

　受水槽　コンクリ－ト基礎　平面詳細図　　１：　５０　（改修前）

Ａ Ａ

　受水槽　コンクリ－ト基礎　断面詳細図　　１：　５０　（改修前）

（全て撤去）

（全て撤去）

ＰＳ

１，６００ １，６００ １，６００

４
，
３
０
０

１，６００ １，６００ １，６００

３００ ３００ ３００ ３００

４，８００

１
，
２
０
０

１
５
０

５
０

５
０
０

ＧＬ

３
０
０

８００

１，１００

Ｄ１３＠２００

ネットフェンス

ＧＬ

４
０
０

１
５
０

５
０

２
，
０
０
０

４
０
０

Ａ
Ａ

Ｐ Ｗ － １

ＦＲＰ製（一体型）

ほか不明 （現状のままとする）

床置タ－ビンポンプ

８０φ　ｘ　７５０Ｌ／ｍｉｎ　×　２４ｍ　ｘ　３Φ－２００ｖ－５．５ｋｗ揚 水 ポ ン プ

８０ＦＪ　８０ＣＶ　８０ＧＶ

Ｐ Ｗ － ２

１

１

コンクリ－ト基礎（２，０００Ｌｘ６４０Ｗｘ３００Ｈ）

コンクリ－ト基礎（１，７００Ｌｘ５３０Ｗｘ３００Ｈ）１００ＦＪ　１００ＣＶ　１００ＧＶ

６００

１
８
０

対象外

盛岡市立松園小学校校舎安全対策

（受水槽等）修繕

9
Ｍ－８



Ｘ

　（改修前）　給水・消火栓設備　平面図　　１：　５０　

既設再使用設備を示す

撤去設備を示す

　 凡　例　

既設の切断部分を示す

＊　給水管（土中・水槽中）　ＳＧＰ

＊　給水管（露出）　　　　　ＳＧＰ

＊　排水管（露出・土中）　　ＶＰ

工事名称 改定履歴作成承　認 設　計 図面名称

日付

特記

FAX 019-662-2275TEL 019-663-1391.　〒020-0106　岩手県盛岡市東松園三丁目25番20号

一級建築士(国土交通省)登録第148268号　東舘 隆　

一級建築士事務所(岩手県知事登録)第お(2708)1257号 縮尺 図
面
番
号

ＮＯ．

枚/内

区分 機械設備

Ａ１＝１／　５０

Ａ３＝１／１００

廊 下

ポ ン プ 室

Ｕ Ｐリ フ ト 配 膳 室

廊 下

１００ＧＶ　ＦＪ

５０ＧＶ

５０ＧＶ

８
０

８０ ネットフェンス

ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス

バルブ室

Ｐ Ｓ Ｐ Ｓ

給 食 棟

雨 水 系 統

汚 水 系 統

浸透桝　５００Φｘ１．２ｍ

上
水
給
水
管
　
５
０

５０

５０ＳＶ　Ｂ－１　１５０ＨＰ

２０ＳＶ　Ｂ－１　１５０ＨＰ

１
０
０

１
０
０

２０

２０

定水位弁５０　５０ＳＶ

１００ 定水位弁５０　５０ＳＶ

５
０

５
０

５
０

８０

８０
８０ＧＶ　８０ＦＪ

８０ＧＶ　８０ＦＪ２０ＧＶ　Ｂ－１　１５０ＨＰ

８０ＧＶ　８０ＦＪ

８
０
Ｇ
Ｖ
　
８
０
Ｆ
Ｊ

２
０

８
０

８
０

８
０

８
０

８０

８
０

８
０

８０

揚水管　高架水槽へ

露出配管撤去（プラグ止め）

（下部・消火栓水槽）

（改修前）　給水・消火栓設備　１階平面図

Ｔ　Ｗ

ＰＷ－１ ＰＷ－２

ＰＦＵ

スラブ下まで撤去（プラグ止め）８０

８０ １２５

（高架水槽・揚水管） （高架水槽・降水管）

８０ １２５

１ ２1A

３ ． ０ ０ ０ ８ ． ０ ０ ０

水 槽 室

（高架水槽・揚水管） （高架水槽・降水管）

１２５

８０

　（改修後）　給水設備　ＰＨ２階平面図　　１：　５０　

８ ． ０ ０ ０

既設管切断（プラグ止め）８０　１２５

３

ＨＴＷ

１
０
０

（消火栓管・床上接続） （給水管・床上接続）

１００ １００

Ｘ

２０

不要露出配管は撤去とする

※

※
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